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！．研宛冒的

獅里唱鉾を靴凪て開穀q氏タ嬢元．艘騎の諸茄藁織＋的御易
ゲ％綾し、既成の諦広一且織由りK再編族鮪と狛弘従釆のろ卸・よ・
’Z　［“解祈す5二とのZ・　｛rS・t・ぎ爾｝気対い数量化の立場力’う新こい右法を開

発す多ニヒを目的と可ろ、　ここで㌧ち幻ら取良謁ち二乏、「e99糎．のデータk遮L旧

す5ことによ。一己励疹、媒絶をPAら0’にしつつ、どのδうts一テ㌧タ1・・tg

L・A｝うi3ろノ去ゲ自的1てラ寸しZ妥当ぞ“わろっ、を見．極あろ二と5行う。　あわ

’dl　Z　・開発さ映rg方落、m使回忌　ピー親t刀rg　70ログラ　4’xo　lソケー　ジを作成可　ろ。

2．石看1察計画と一紡果の裡先雪

フ，夕膚度

　i）奴7二二発し尺諸あゑ（図M－0尺，MDA　・一U’o，eしJk型，POSAの
　　　才笛」去†8ヒ：・）を，含め、喫死有・の各方彦、の1里論的、椅1豹を行うと笑に、既有の

　　　み縫データを二二しで、産し良し、％の特色d「朗bカ、にすう。

　2）・1唄摸二二固態を実施し、MPA一　（！0（2っ・悶の関係が’［’la　tr　diつか

　　　プ」（、る義尺度とし～の分一璽で”あ3t二合の着……ノ】一♪欠元角4…＝Fカ「）lrこつ（、？、 各

　　　禾望テ’t～タを勿隻テ尋し　、　その　方；2、の石交η’ト主5検き寸すう、

　3）　諸万法にδ5解の求法口も・ぼら’複雑叢∫こ丘似謬う」學ノ麦にδ多が＼・ぞの匠，

　　　似計算ラ去を、｝り一層糸且織的わ’つし「又東Σ：重，める声彦、｛てっいて祈究する。

　4）そして次の糸裸を得E
　　の　データ1・3ワ、MDS諸方；ξ（その計壊法を含め～）の解が巽厚ソ、

　　　　吻’なるテ㌧9のCT　L解ゲ異r♂50’1＝ついZ見〔Eし留駄。一
　　　　つCごけとび離収Eデータの賜台は庄蔦を腰季とすろ，

　　θ）・tDSの並似古説の初期値、判紀筋朔にい3いう問題の踊
　　　　：とフゲ角早っト。

　　の　昨年農の東京都23丞〃）汽｝、習畷に関可5データにあ・い～、ト／PA－

　　　　OR，MDA一し0の有効嵯を確びめ得k。
　　の］E・」・S二一勲涌ム形の米沢東吻置賜君βkあ小マ、上3Zm　t　thと1司

　　　　Rの調翫行い、その意識憐勧差か’勉航二皮解穐砧・でどう
　　　　描｛出セ・うカ’検あ寸≠フぞあう。
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イ．5’2・fi度

　t）ヲ1対称at燭含のMDsのグ2、と研窪しr・。
　．2♪　MDA’0’＝くと図PA一しノ0のち〉乏、の垢色2明ら・ラ、にず多：とカ’L＼マ．’

　　　乏τて。

3）層D筒劾能卑的言縛ア1しコ“リ又’唖検討撚・

4）　東京都23Lラ㌧夕、ム形県、氷二叉市、更置賜郡、約置賜郡のデータを甲

　　L・・，図DS言勧法を治用し、躰人の廟更の撫生を朗らη’に初こ
　　と．クいz“乏r一＿。

ぎ）　東京老β23し乙～・’前凹データの・彦試を行っr叉。　才尺、これ3Z’』ノ）参祇乞

　　亜し召昇嘱確応果2bと｛誘姻、｛菖噂’、　・v・at駆探うテ㌧タ解伽

　　方法ヒ，し～、MPβAろ活か㌧極．あZ肩交力Zあ多ことゲ剃ヨ月しため之噛’、

　　得られ在蔵果を基豊ヒ、〈fらにデータ獲得の方法、分祈め方法を∫タ（定二

　　すう：ヒにおZ、二の煙め問題解eAへの墓礎と固め多二どがマ“　｛5

　　とし・う竜図妊k、新い・調査を企画しk・
∠♪　最終＃度k劾とく得られr＝データあ下k　M［）β謁方法の看効蛙阻号

　　5P月吻’にずうニヒ2目指してし・う。

ロ，5祷度
　1）　集積・データの二三’を行っピ。

　2♪新しし・方広の閣発％復し段。

　3）報鵠を作廻T・　．1鵬の詳蓄国は本鞭藷による。
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始　め　‘こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　しノンメトリック乃♪欠元ノiiz．．！隻一‘くついて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林　知e夫

　尺度（スケール，scale）を作って現象を測り，それを解明しようと試みるこ

とは，現象数：量化の根本である．根本でありながら，非常に難しいものである

から完全なものは出来上っていない．しかし，完全でないから用いないという

のであれば物事は一歩も進まない．いろいろの条件を付け，ある制限の下で尺

度（ものさし）をつくり，その性格を明らかにしつつ現象を解析して行く，そ

して，不十分なところを修正するか，または新しいものさしを作って測りなお

して行くという過程を辿ることになる．このようにして，尺度を作って測るこ

とにより，これまで解らなかったことが，明るみに出され，より深い現象理解

が実証的に行われることになる．

　これまで尺度解析つまりものさしを作りそれによる現象解析といったとき，

1次元の数量によって表現することが通常であった．測定された回答（質的表

現，アイテムにおけるカテゴリーへの反応として表される）パタンに対し，数

量を与える，これはそれぞれの回答に数量を与えてある立場から総合するとい

うことになる．この数量が1次元である場合がこれまでのもので，リッカート

・スケール，ガットマン・スケールなどといわれているものもそれに含まれるf

しかし，1次元である場合では制限が多すぎて十分でないとして，多次元の数

量，つまりベクトルをある条件の下で一その効用を考えつつ一与えること

を考えることになってきた．こうした工夫をすることが多次元尺度解析（Mul・

tidimensional　Scaling　MDS）（1次元尺度解析に対比して）といわれるもの

である．この考え方や方法は外的基準のない場合の数量化†ということができ

る．因子分析法や成分分析法を多次元尺度解析（メトリカルな場合）の1つと

いうこともできようが，ここまで広げれば焦点がぼけることになるのでここに

含めない方がよいし，外的基準のある場合の数量化のあるものも因子分析など

とは別の意味で多次元尺度作りといえないこともないが一一その目的のために

定質的なものに多次元的数量を与えることになる一一一一一一，これもあまりにも広義

になり過ぎるので，ここでは含めない方がよい．そこで，外的基準のない場合

の考えで，メトリックの入っていない（メトリヅクがあってもそれをメトリッ

クとして用いない）回答パタン’（response　pattern）から多次元的な尺度をつ

くり出すことに限定して話を進めることにしよう．これがノソメトリックな多

次元尺度解析といわれるものである．

†数量化についての基本思想は，林：数量化の方法，東洋経済，1974，にまとめら

れている．
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　このように限定してノンメトリックな多次元尺度解析の方法をみてくると，

出来上っているものは次のような形でまとめあげられる．これは問題のフォー

ミュレーションとともに便利な数理操作というものを考える以上そのような形

になることが多いのである．これは，「集団構造をみるに際して，2つのもの

の間の関係にもとづいて考えを進める（これらの関係を総括して構造を明らか

にする）」ということである．

　いま大きさNの集団があったとき集団構造つまりN個のものの関係R、，＿N

を求めることが目的であるとしよう．これでは複雑すぎ，漠としてとりとめな

いので，2つのものの関係R‘，（i，ノ＝1，2，…，N）に分解するのである．これは

多数ある．複雑なものが，単純な多数の情報に分解してとらえられたことにな

るわけである．しかし，これでは多数過ぎて見透しが悪い．そこで，これらの

情報を集約することが必要になってくる．集約するに当たって，R，sに関する

情報を過不足なく利用することが大事である．R，sのもつ情報にやたらに処理

のために必要な条件を課したり一このためにもとの情報に歪みがくる一

情報を使い切らなかったりすることは不適切である．データのもつべき情報を

くみつくし利用しなければならない．2者の関係で不十分なら，つまりR、2．．．N

を妥当性をもって再現できなければ，いろいろの工夫をして2者の関係から全

体の構造を再現できるようにすること一集団の分割もよいし，質問の分割も

よい一，また3者，4者の間の関係R“ic，　R‘Jklを使うことが考えられる．い

ずれにせよ関係Rがノンメトリックな場合，ノンメトリック多次元尺度解析を

用いて，多くの情報を5N個（Sは次元数）の情報一この中に構造を見出さ

ねばならない一に変換することになる．．つまり，ノソメトリックなR，」の関

係からN個のものを空間配置してその構造を理解しようとすることになる．空

間配置を考えるとき1次元空間をモデルとして想定するのではなく，多次元に

配置する一一一一一R‘iの情報を満足する程度に表現する最小次元空間を考えるので

ある一ことを考え，結果として1次元空間が出てくることもあり得るわけで

ある・なお・一般に空間としては，図形的に理解しやすいユi…クリッド空蝉が

とられることが多い・R‘’の情報を満足する程度といったが，これは再現性の

く確率的）物差しで考えなくてはならない問題である．表1．1にある方法はR、，

の情報に応じて最も適切な方法がとられるべきことを示しているのである．

R，，の情報はこれに尽きるものではなく，またここに書いてある方法が最善の

ものでもない．開発さるべき多くのものがある．
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表1．1

《0）Rt｝が漠然とした親近性である場合

　　　（数量表現であるがメトリカルとは

　　　いえない）

R‘，の特性化

（i）R“が大小関係（paired　comparison）

　　　の場合

〈ii）R・iがラソクナーダ㍉伊個のもの

　　　のすべての順序がきまる）の場合

（iii）　Rりがランクナーダ・一（2個のもの

　　　同士の関係のランクオ・一ダー）の場

　　合

〈iv）R“がラソクナーダーのついた群分

　　　けの場合

（v）Rりがランクオ・一　pt一・などのない単

　　なる群分けの場合

くvi）Rtdが親近性及び非親近性（metrica1

　　　な場合）の場合

〈vii）Rtiが頻度の形で与えられている場

　　合（Rt」k．．．の関係でもよい）

〈viii）R，Jが相関係数の形で与えられ．そ

　　れをそのまま利用する場合

etf型数量化→R“でなくRtit…と何個か

　　　　　　の間の関係に拡張容易（etyl一’

　　　　　　型数量化等）

例えば林のpaired　comparisonに基づく

空間配置（non・metricな方法で次の

　Coombsと関係深い）

non・metricな方法→Coombsの方法

Shepardの方法

Kruska1の方法

　GuttmanのSSA（smaUest　space　an・

　　alysis）

　Young，　de　Leeuw，　Takaneの方法（非

　　対称のものも取り扱える）

林のMDA一一〇R　（minimum　dimension

　analysis　of　ordered　class　belonging）な

　ど

林のMDA－UO（MDA　of　unordered
　ClaSS　belOnging）　など

例えば

　Torgersonによる方法（あるいはTor・｛　　gerson・Gowerの方法）
　K－L型数量化

　潜在構造分析｛　パタン分類の数量化（MSA，　POSAを
　　含む）

成分分析法，因子分析法など

　このうちでノンメトリックなMDSとv・われるものは，（0），（i），（ii），（iii），

（iv），（v），（vii）一一一一ms在構造分析は気持としてはMDSの部類に入るといえる

のであるが一般にはMDSの中に含まれていない一である．（0）…（v）までは，

R，dの関係がなまのままで与えられている場合である．これが原始データの場

合である．このところがらみるとMDSはRりという原始データの性格に応じ

て多次元尺度を考えるということになるわけである．　（vii）のパタン分類の数

量化の場合はそうではなく，データ処理の結果このような形が現れることにな

るのである．したがって，方法としては，「R，iが原始データ」というものを取

り扱うよりも少し広いものであるが，MDSの目的達成のための1つの方法と

して有力なものと考えられるのでこれに含ます方がよい．表1．1の形は，1っ

の整理の目安であるので，その積りで見ていただきたい．

　ここでノンメトリックな方法の立場というものをもう少し述べておきたい．

この方法の性格とも言うべきことは序文においても書いておいたが，重大な意

味を持つのでもう一度繰り返して考えてみることにする．メトリカルな方法で

は解析的にはっきりとことを運ぶことが可能であるが，ノンメトリックな場合



，i」．一 U　一

はそうは行かないので，不便である．計算が面倒で，にせの最小（大）値の出て

くることもある．メトリカルに意味のあるものをわざわざノンメトリックな方

法で扱うことは全く意味がない．メトリカルに意味があるか否かはR，，がどう

いう手順で算出されたかにある．例えば任意のスケールをもとに相関係数を計

算したとしたら，相関係数はメトリカルに違いはないが，それらをメトリカル

なものとして操作することは，もとのデータの性格として妥当なものかを検討

する必要がある．任意のスケールをもとに出したのであれば，スケールをかえ

ることによって相関係数はどうにでも変えられ，それにもとつくメトリカルな

方法による解析結果はどうにでも動くことになる．こうなればメトリカルな方

法をつかうことに疑問が生じてくるわけである．メトリカルなR‘iの妥当な意

味をもとの調査・実験の計画にさかのぼって考察しなければならないのである．

これは，そうたやすいことではない．関係R，iの数量表現など，深く考えれば

考えるほど混迷におちいる．iとブとの類似の条件など「それらしい」ものは

いくらでも作り得る場合が多いのである．どれを最も適切なものとして採用す

べきか，これは一般に判断がつかぬであろう．それなのにその数量表現された

ものをメトリカルな方法にかけて分析したとしたら，その結果はやはりどれが

よいか判断のつかぬものになってしまうであろう．いいかげんな数量的関係表

現を厳格にメトリカルに取り扱って行くとき妥当な表現が得られるわけがなく，

大体のところを表す表現はそれなりに包みこんで取り扱うのが本道である．こ

のための方法の1つがノンメトリックな行き方である．ノンメトリックな方法

はR、，の関係表現がずっと緩く，数量的関係表現の多くを含みうるのである．

つまりこれでは最初の数量的関係表現にそれほど神経質にならなくとも，その

中にある順序の性格にだけ一しかも量は異なっても大きな差のないものは同

一となしうる’一一・・一ve注目して目的が達せられることになる．’この点がノンメト

リックの大きな特色となっている．R，iが数量であってもそれをメトリカルな

ものにかけずに順序になおしてしまってノンメトリヅクな方法にかけるという

意味は，関係の数量的表現そのものを重大視せずその中の順序の不変性にのみ

着目するということで，最初の数量表現のところの荷が軽くなるというところ

に意味深いものがある．つまり暖昧なところに拘泥せずに解析でき，大局を把

むことができてくることになる．またR，」が本来数量的表現をとるζとがなく，

はじめから順序や分類という非数量的関係である（無理に関係を量的表現とし

て表現することなく，調査・実験の本道に立ち帰り，もっと緩くて妥当な形の

表現ができるように考える必要がある）ならば，これは本来的にノンメトリッ

クな方法によらざるを得ない．こうしたところがノソメトリックな方法のよさ

であろう．

　また，関係表現が数量であっても数字が連続して他の分析方法では見透しが

悪い結果しか得られない場合などリモートセンシングによる地図作成のように

濃淡強調を行う，つまり，数量を中央値より大きい，小さいという基準で2分

類に割り切ってみる，あるいは特徴の強調をして関係表現を少数の分類につづ

めてしまうなどの操作をほどこし，割り切って特徴付け，これをもとにノソ
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メトリックな方法で，見透しのよい分析をして「こみ入った現象に曙光を見出

す」というような解析をするときに用いて有効なものである．ただし，この前

提操作を忘れて割り切りすぎてしまうことは禁物である．

　また，この方法で距離空間を求めるとき，どのような距離空間もとりうるも

のであるが，私は，このような方法がデータ解析として直観的な意味を持つこ

とがきわめて重要と思うし，これが図柄として表現できることが情報の別出に

右利であると思うので，前述のように空間としてはユークリッFの距離空間，

せいぜい3次元までにおさめるように工夫することが望ましいと思う．計算の

上では任意のミソコウスキーの距離をとることが一般的であり，次元も少なく

収まることもあると考えられるが一計算はこうしてもさほど面倒ではなくユ

ークリッドの場合と同様に話が進められる一これによって相の転換を示す

ようなことが出うべくもなくあまりにも街学的であり，われわれはとりたくな

いと思っている．もちろん前から述べているように外的基準のない場合の数量：

化の1方法なのであり，その意味でユークリッドの距離をとってその表現を考

えるのであり，こうして得られた図柄の理解の上にたって情報を引き出すとい

う立場であることは忘れてはならない．ノンメFリックな方法は，データに解

析のための不必要な制約や処理を加えることなく，まったく自然にデS・…タのま

にまにそのもつ性格に応じた分析を加えて情報を引き出すことを志向するもの

であることを再び繰り返しておこう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鞭騰〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より．
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RePrinted　from

ESSAYS　IN　PROBABILITY　AND　STATISTICS
　　　　　　　　　S．　lkeda　and　others　（ed．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　1976

Shinko　Tsusho　Co．　Ltd．　（dist．）

1－7－1，　Wakaba，　Shinjuku－ku

　　　　　Tokyo　160，　Japan

c正葦A峯》『rER　25

Minimum　Dimension　Analysis
　　　　MDレ1層ORαπd：M【1）A層σ01

CHIKIO　HAyASHI，　lnstit2Lte　of　Statistical　Mathematies

喝■川川川川腿llll19川ll髄II臆III111111巳1川口lllll奮1111川1川1川川川lllllSl川1111川1■1川1川開川111111111Ill川1川111111川Illllll川llll川腫田lll川151川lllll川ll量111川llllllll11闘

1．　INTRODUCTION

　　　　The　group　structure　is　described　as　Ri　2．．．N　in　a　group　of

，size　N　which　means　relationship　among　N－elements　where　ele一

’ments　may　be　taken　as　persons，　objects，　question　items　or

categories，　etc．　lt　is　generally　too　complicated．　So　the　sim－

plest　relation　is　considered．　This　is　represented　by　relation
between　i－element　and　o’一element　（i，　」’　＝　1，2，．．．，N）．　Suppose

’that　Ri」　is　given　for　all　pairs　（i，　2’），　where　Ri」　is　the　relation

to　i　from　o’　and　Ri」　is　not　always　symmetric．　There　are　many

informations　N（N－1）　or　N2．　lt　is　desired　to　reveal　the

structure　by　processing　these　informations．　lt　gets　import－

ant　to　summarize　these　many　informations　into　an　understand－

able　structure　representing　the　group’s　characteristics．　There

are　many　methods　which　have　their　own　properties　according
to　the　types　of　relations．

　　　　For　simplicity　we　describe　R　instead　of　Ri，　for　all　i　and　o’．

i　This　paper　was　read　at　the　meeting　of　U．S．一Japan　Seminor　“Theory，　Methods

　　and　Applications　of　Multidimensional　Scaling　and　Related　Techniques”　1975

　　under　the　organization　of　Prof．　T．　lndow，　Keio　University，　Japan　and　Dr．

　　D．　Carroll，　Bell　Telephone　Laboratory，　U．S．A．，　sponsored　by　U．S．　Science

　　Foundation　and　Japan　Society　for　Promotion　for　Science．
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yy次元尺度解ネ六法

赫知己天白ラ弘
腸和引昇11月ノ5日発行

　　　Vイェンス社

3．3　e“一型数量化とノンメトリツク因子分析

　ここではKruska1－Shepardによって発表された論：文†の主旨をθザ型数量化

によって具現できることを示してみよう．この論文は多一．く．の種類の計測がラン

クオーダーで表されているとき，これ以上の情報を用いずに，対象の空間配置

を考える場合を取り扱っている．

表3．4

嚢・ 2 ・一・一
@1　R

1 きのこ きのこ きのこ

2 まヲの
驛湯

まうの
驛¥中

まうの
驛湯

3 クで クで クで

4
・
：
…
N

ナ大桙
ﾜ
1
順

ナ大梔
奄
P
順

　　オ大

@　掠

P1順

上の表のようなデータがあるときN個の対象をつつむ最小次元の空間とそ

の対象の空間布置を求める問題である．もちろんこれは，ある立脚点からみる

とき各計測の順位が可及的に再現されねばならない．

　なおここで各計測の順位がいくつかの因子の線形和で表現されていると仮定

されている・これは・空間内に位置付けられた各対象を現す点から，空間内に

指示されるR個の直線（これは各計測に対応する）射影された点の位置に基

づいた各計測の順位が表現決定されることを意味する．この問題は，ety一型

数量化を用いて容易に解決されることを示そうと思う．

t　A　nonmetric　variety　of　linear　factor　analysis，　Psorchontetrika，　Vol．　39，　No．　2，

p．　123一・157，　1974．
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林知己矢　多次元尺度解析について一一一一MDA－ORとMDA－UO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ㌧仁恵赫の油画方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭穿ロ92無8月20B発行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東ラ誌面肴新報社

　6．1　MDA－ORとMDA－UOの比較

　多次元尺度解析（Multidimensional　Scaling，　MDS）＊）については，前書

r数量化の方法』において述べ，この一つの方法であるMDA（Minimum　Di－

mension　Analysis）についても解説をしておいた．これは，二つのものの間の

関係Ri」（i，」＝1，2，…，　N；Nは要素の数）がランクのついた分類で与えら

れている場合，この関係がなるべくよく表現されるような最小次元ユークリッ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
ド空間を求める方法であるtRi」をユークリッド空間内の距離di」2＝Σ（Xis一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ε
κJS）2；ここにSは次元の数，　Xts，　XSsはi，」：要素にS次元目の座標で与えられる

数値；によって表現しようとする試みである．MDAはその後いくつかのデー

タで試みたが，コンピュータ・プログラムの完成とともに，実用上支障のない

ものとなった．ユークリッド空間をとるのは，図に描いて理解しやすいためで

あり，Sが2次元，3次元ぐらいでおさまることも図による理解上大事な点で

ある．空間を複雑にし，Sが大になれば，現象理解のための情報として意味が

薄くなる．

　さて，さらに進んでRりが単なる分類だけの場合を考える・nominal　classi丘。

cationの場合である．このとき上と同様に5次元ユー・クリッド空間内に要素

を位置づけて理解しようとするのである．これもMDAであるが，前者と区

別するために，前者をMDA－OR（MDA，　Ordered　Class　Belonging），後者を

MDA－UO（MDA，　Unordered　Class　Belonging）と名づけることにする．

MDA－UOではMDA一・ORと異なった方法に立たねぽならない．それは次の

　　　　ランクオーダー→1次元一→スカラー一→距離による表現

　　　　分類一→多次元一→ペクトルー→一般化分散による表現

という図式である．ランクオーダは本来一列に並べることであるから，その
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
表現を1次元的な意味をもつ距離で表わす一たとえばdtJ2P　・Σ‘WtJ（κts・一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
κ」、）2r・，　p＞O，　SWt」≧0，ΣSWi」＝1でよいが，一般には上の例のようにP＝1，

　　　　　　　　　　　i＃」

一）　この詳細については，林知己夫・飽戸弘共編『多次元尺度解析法』，サイエンス

　社，1976，参照のこと．
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馳特集保健行動

行動計量学的接近の諸問題

林知己夫＊

　1．個人と集団の問題

　われわれが人間の現象を取り扱うに際しては，

個人と集団の問題をまず考えておかなくてはなら

ない．保健行動のようなものを考えるに際しても，

全く同様である．個人のを行動集団に積みあげ，

全体を背景にして個人の位置づけを行うととも

に，個人の集合を通して，保健行動に関する人々

の心の構造やはたらきの姿を明らかにすることが

大事である・1人ひとりの行動を見ていたのでは

わからなかった「人の心の動き」が，集団を通し

て適切な分析が行われるならば，そのかくれた姿

をあらわしてくることがあるわけである．このよ

うに，個の集合としての集団の分析結果は大事な

筋目をあらわしているものであるが，しかし，そ

れがすべての個人にあてはまるものではないので

ある．集団を通して得られた情報は，大局の姿で

あり，われわれの知見の大きな支柱となるもので

あり，これを踏まえて，個人差ある個人に対して

対慮するにはどうしたらよいかを考えることが大

事である．医学のようなものにあっては当然のこ

とであろう．個人の問題は，集団情報をもとにし

ての最適過程制約ということになろう（この表現

は決して冷たいものではない．これについては文献を

参照「）），

　II・人間の考え方と保健問題

　ここで述べようとする保健行動の行動計量学的

蟄近は，「個人の行動」を基としての集団情報に関

する問題である．個人への還元には，前述のよう

．はやし・ちきお　（文部省）統計数理研究所・所長

760　（22）

に，その偏碕を考慮に入れなくてはならないもの

である．人間の考え方が，いかに健曳に影響を与

えるかについての興味ある行動計旦学的研究があ

る．これは，カリフォルニアの日系人に関するも

のである2）．冠状動脈に関する心臓病発症率を，

カリフォルニアの日系人について分析をこころみ

たものである．この中で特筆すべき点は，　「日本

的文化」への応対の様相が，発症率に利いている

とみなせる点である．ここで日本的文化に対する

態度として，社会文化的背景，行動や態度に関す

る質問　（生育の文化環境，文化的，網野的同化性の領

域から成っている）が行われ，これから作られるス

ケール構成が用いられている．これは，（S伝統的

・日本的一斗伝統的・西欧的”をはかる尺度とさ

れている．年齢を45歳未満，45～54歳に区切り

血圧値を一定にしてみても，“伝統的”傾向の人

の方より“西欧的”傾向の人の方に常に発症率が

高いのである．年齢別をこまかく分けても，年齢

別・職業別にみても同傾向であり，また年齢別に

みた上でタバコの揮い方を一定にした場合の比

較，年齢を区分けした上でコレステロール値を一

定にした場合の比較，年齢を区分けした上での食

事の好みを一定にした場合での比較など，その他

のことも分析されているが，常に“日本的”傾向

のものの方が“西欧的”傾向のものより発症率が

傾向的に低いのである・これははなはだ興味ある

問題である．数が多くないことによる不安定性の

改善，またこれが何を意味するかの問題に関して

は，さらに精密な調査を必要としょうが，人のこ

うした一般的態度が健康にも関係してくることが

予想できることは，重要な示唆を与えているもの
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　　　　CHtKIO　HAYASHI　AND　FUMI　HAYASHI

（Received　Apr．　19，　1977；　revised　Dec．　10，　1977）

1．　ln†roduc†ion

　　　Minimum　dimension　analysis，　the　abbreviation　of　which　is　shown

as　MDA，　is　a　kind　of　well　known　multidimensional　scaling　methods．

MDA　has　two　types，　MDA－OR（case　ofΩエder　class　belonging）and　MDA－

UO（case　of　1ユnQrdered　class　belonging），　which　are　closely　related　to　the

ideas　shown　in［1］，［2】，［3】，［4］，［5］and　have　been　published　in［6］，［7］．

The　relevant　interesting　paper　of　A：LSCAL　on　flexible　idea　has　been

published『by　Takane，　Young　and　de：Leeuw［8］．　In　the　present　paper

the　difference　between　the　two　will　be　described　with　examples　and

the　practical　example　of　MDA－UO　will　be　shown　too．　Theoretically

speaking，　the　distance　is　used　in　MDA－OR　and　generalized　variance　is

used　in　MDA－UO，　where　the　distance　corresponds　to　the　generalized

variance　in　unidimensional　case．　The　relations　R’s　between　the　two

elements　are　represented　in　the　form　of　rank　ordered　class　belonging

in　MDA－OR　and　are　given　in　the　form　of　unordered　i．e．　nominal　class

belonging　in　MDA－UO．　The　idea　runs　as　below：rank　ordered　class

belonging→unidimensional　treatment→distance　representation　and　nom－

inal　class　belonging→multidimensional　treatment→generalized　variance

representation．　Thus，　naturally，　the　Euclidean　distance＊　is　used　in

MDA－OR　for　heuristic　understanding　and　generalized　variance　is　used

in　MDA－UO　as　the　tools　of　methods　of　quantification　of　the　elements

with　the　construction　of　the　minimum　dimensional　space．

　　　　For　the　convenience　of　reading，　the　ideas　of　MDA－OR　and　MDA－

UO　are　briefiy　mentioned　as　followings（the　details　are　in［6］and［7】）．

MDA－OR：
　　　　We　give　a　numerical　value飢to　i－element（i＝1，2，…，N）．　Here
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ

consider　the　S－dimensional　Euclidean　distance鵬乞ゴ二略＝Σ（xi、一x」，）2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s

　　　＊　Any　distance　function　may　be　taken，　however，　it　is　too　sophisticated　for　intuitive

understanding．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ99
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thoughげs　are　unknown，　we　de伽eδ，ゴ（g）

馬（9）一I：：繋畿溜鵬言諮n　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i，ゴ＝1，2，…，N，　g＝1，2，…，σ．

Here　the　gth　class　means　the　gth　dissimilarity，　where　the　lst　means

the　lowest　dissimilarity　class　andσmeans　the　highest　dissimilarity　class．

　　　　We　haveΣδ乞ゴ（g）＝1，　G　being　the　number　of　class　which　shows　the
　　　　　　　　　　　　　り

class　of　the　highest　dissimilarity　andΣΣΣδ‘ゴ（g）＝＝T，　T　being　the　tota1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ　　も　　プ

number　of　the　pair　which　is　equal　to　N（N－1）if　there　is　no　missing

pair．　It　is　our　purpose　to　make喝to　correspond　to　R，」，　i．e．，　to　find

out　the　space　including　2＞elements　and　their　spacings　and　their　con－

figuration　in　the　minimum　dimensional　space　in　order　that　the　relations

of　d’s　may　imply　those　of　R，s．　This　idea　is　along　the　line　of　so－called

multidimensional　scaling　method　by　Shepard，　Kruskal，　Guttman，　Carroll，

Young，　Takane，　de：Leeuw　and　etc．

　　　　It　is　noticeal）le　that（12’s　are　used　with　validity　as　those　correspond－

ing　to　unidimensional　rank　order（scalar－to－order　correspondence，　both

being　unidimensional）and　correlation　ratio　is　adopted　as　the　discrimi－

nation　measure　of　rank　ordered　groups．

MDA－UO：
　　　　In　this　case，　a　different　method　will　be　presented．　Pair（i，ゴ）be－

longs　to　the　gth　class　or　not．　The　classes　have　not　any　rank　ordered

property　but　only　the　meaning　of　grouping．　That　is　to　say，　the　order－

ing　among　the　classes　is　not　found　but　only　nominal　classification　exists．

　　　　So，　without　operating　any　direct　correspondence　of　Euclidean　dis－

tance　with　the　classification，　the　idea　of　maximization　of　discrimination

power　among　the　classes，　i．e．　of　effective　clustering，　is　adopted　in　this

case．　Then，　generalized　variance　as　the　tool　of　such　a　pattern　reco9－

nition　without　any　rank　order　may　be　reasonably　used　in　the　essen－

tial　CIUStering．

2．　Comparison　by　artificial　data－1

　　　The　comparison　between　MDA－OR　and　MDA－UO　was　shown　using
the　actual　data　in　［7］．　Here，　using　simple　artificial　data　which　have　a

clear　and　easy　structure　to　interpret，　the　data　analysis　by　two　methods

will　be　shown　as　below．
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Table　1　Relational　matrix　Rij

1

－
↓
ワ
θ
3
4

2 3 4

＊

A
＊ C
＊

β
β
C
＊

＊　means　no　definition．

A，　B　and　C　mean　nominal　class．

1

● ●3

2

1η。ep2＝0・25　‘
4

’η。ep2＝0・25

constellation　of　points eonfiguration　of　classes

Fig．　1

Relational　data　matrix：　four　elements，　symmetric

The　result　by　MDA－UO　is　given　Fig．　1　with　’rp，．3＝O．25，　2rp，，g＝O．25．　The

relations　between　the　elements　are　specified　into　two　kinds　according

to　distance　and　shown　in　Table　2　in　which　S　means　short　distance　and

L　means　long　distance．　This　is　quite　different　from　Table　1　and　dose

not　mean　the　relationships　by　classification　（A，　B，　C）．　lf　MDA－OR　is

Table　2 Table　3

1
2
3
4
5

1 2 3 4 Case　cr

o

5
0
L
S
O

L
S
L
O

噌
⊥
9
耐
n
j

used，　we　have　6　cases．　A，　B　and

C　are　to　be　determined　in　the

sense　of　“rank　ordered　groups

belonging”．　The　6　cases　are

shown　in　Table　3．　We　have　dif一

4
5
£
U

B C

五
5
M

M
L
s

s
M
五

　　　s

　　M
and　L
圭．e．　S

　　　M

and乙

5
五
M

M
s
L

L
M
s

means　small　dissimilarity，

means　medium　dissimilarity

means　large　dissimilarity，

corresponds　to　short　distance，

to　medium　distance

to　long　distance
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MDA－OR α MDA－OR’

ハ＝1

B＝2
4 § C；3 4 1 3
● 1 ●

●

● ●

丑 §

η2二〇．98 η2こ0．99

《＝2

β＝3
1

3 望 C＝1 1 3 舎
の

●
●

●

● ■

2 プ；0．99
2 プ＝0．99

、4瓢3

B＝1

§ 壬 …
C＝2 § ゴ …

●

● 2
2
プ；0．99 プ＝1．00

MDA－OR α MDA－OR’

　4．

R ｝

A＝3
a＝2
bコ1

3

14

@　　｝

η2＝0．97

響
…

プ＝0．97

§

A二2
a＝1
b露3

4

三
§

η2＝0．97

●
2
．

η2＝0．97

　
…
… 望

A＝1
ﾀ＝3
b＝2

…
§

壬

…
プ＝0．97

…

プ＝0．97

Fig．　2
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ferent　results　according　to　6　cases　which　are　shown　in　Fig．　2　which　are

classified　into　two　kinds　（1，　2，　3）　cases　and　（4，　5，　6）　cases　in　Table　3．　ln

the　calculation，　as　the　initial　values，　S＝1，　M＝2，五＝3　are　taken．　The

results　by　MDA－OR　are　quite　different　from　that　by　MDA－UO．　lf

MDA－OR　is　used　in　nominal　classification，　the　selection　of　a　case　in

Table　3　is　indispensable．　lt　must　be　remarked　that　this　selection　im－

plies　an　additional　condition　which　is　essentially　unnecessary　in　the

nomina｝　classification　and，　as　it　were，　gives　a　pain　to　the　lily．　So，　it

is　impossible　to　pick　out　a　valid　one　among　the　results　since　the　results

are　different　according　to　the　case　selected．　The　obtained　rp2’s　are　re－

garded　to　be　equal　though　rp2’s　apparently　vary　from　O．97　to　1．00　since

they　are　under　the　calculation　error　by　MDA－OR　computer　algorithm．

Really，　we　can　rigorously　draw　two　types　of　the　configuration　as　Fig．　3．

誉
㌔

一
i
；
膠
卜
i
l
－
L
μ
「
」

bNk

　　N　　x　　　x

2 　　　　　3

　　　　　　less　than　12

2

…
ド
…
」
L

Corresponds　to　case　1，2，3

　（The　figure　shosvs　case　1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9・eater　tha・一7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　l…th・・一3－

Corresponds　to　case　4，5，6

（The　figure　shows　case　4）

Fig．　3

This　existence　is　easily　proved　by　the　idea　of　elementary　geometry．

However，　the　solution　is　not　unique．　The　solution　by　MDA－OR　is　de－

termined　by　that　algorithm　and　considered　to　be　one　realization　of　the

rigorous　solutions　mentioned　above　which　are　not　unique．　Suppose

that　the　conditions　of　rank　ordered　group　in　MDA－OR　are　omitted

which　we　call　MDA－OR’　as　shown　in　Section　2　of　［7］．　The　results　de－

pend　upon　the　adoption　of　initial　values．　lf　those　values　corresponding

to　a　in　Table　3　（see　initial　values　in　F’ig．　2，　cr　＝1，　2，…　，6）　are　used　as

the　initial　values，　the　result　gives　the　same　configuration　with　that　of

the　case　a　by　MDA－OR　as　it　says．　The　results　are　shown　too　in　Fig．　2．

This　means　that　the　formal　MDA－OR　calculation　（MDA－OR’）　technique

omitting　the　conditions　of　the　rank　ordered　gives　the　different　results

according　to　the　selection　of　initial　values　which　is　to　be　arbitrary　and

the　same　results　with　those　by　MDA－OR　when　the　same　initial　values

are　used　according　to　cases　in　Table　3．
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　　　　We　may　conclude　that

（1）　MDA－UO　method　is　useful　in　the　case　of　nominal　classification

while　MDA－OR　is　preferable　in　the　case　of　rank　ordered　classification

（see　Section　3　in　［7］），

（2）　MDA－OR　method　is　not　desirable　in　the　case　of　nominal　classifica－

tion　because　the　unnecessary　rank　order　conditions　（see　Table　1）　for

the　very　problem　to　be　solved，　that　are　essentially　to　be　free，　must

be　added　to　nominal　classes　aceording　to　the　selection　of　which　the

different　results　are　obtained，

（3）　formal　MDA－OR　calculation　technique　omitting　the　rank　order

conditions，　i．e．　MDA－OR’　is　also　improper　because　the　adoption　of　the

initial　values，　which　are　essentially　to　be　arbitrary　and　must　not　infiu－

ence　on　the　matter　of　fact，　determines　the　different　results　and

（4）　the　idea　of　use　of　Euclidean　distance　even　in　multidimensional

space　does　not　lead　to　the　valid　numerical　representation　of　the　ele－

ments　in　case　of　“nominal　unordered　class　belonging”　because　of　the

reason　mentioned　above．

3．　Comparison　by　artificial　data－2

　　　1n　this　case，　the　modificated　data　of　simple　example　mentioned　in

Section　2　are　used．　The　data　are　shown　in　Table　4．　ll，　lm，　ln　in　this

matrix　correspond　to　the　element　1　in　the　former　matrix　（Table　1）．

21，2m，2n　in　this　matrix　correspond　to　the　element　2　in　the　former

matrix，　31，3m，3n　in　this　to　the　element　3　in　the　former　matrix　and

41，4m，4n　in　this　to　the　element　4　in　the　former　matrix．　ln　this　case，

Table　4

1

2

3

4

1
翅
π

1
翅

1
甥

1
初

1

1　m　n

D　D

2

1　m　n

A
B
A

A
A
A

A
五
五

D
D

D

3

1　m　n

君
A
A

A
A
B

A
4
A C
C
C

C
C
C

C
C
C D
O

D

4

1　m　n

B
β
β
B
C
B

β
B
B
B
孟
B

β
B
B

β
B
B
C
C
B

C
C
C

C
C
C D
D

D
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MDA－UO

4～

4π
●

●
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π
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●
1
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Fig．　4

MDA－OR
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four　classes　A，　B，　C　and　D　are　used．　The　analysis　by　MDA－UO　is　shown

in　Fig．　4．　ln　this　case，　D　is　regarded　as　no　datum，　i．e．　＊　in　Table　1，

because　this　corresponds　to　the　former　case．　lt　gives　the　similar　con－

figuration　to　that　in　Fig．　1．　As　in　Table　3，　two　cases　are　used　in

Table　4　which　correspond　to　the　cases　to　give　different　results．　The

results　by　MDA－OR　in　cases　1　and　6　are　shown　in　the　left　side　of　Fig．

5．　ln　this　case，　four　classes　A，　B，　C　and　D　are　used　and　the　initial

value　of　D　is　taken　as　O　in　both　cases，　because　D　corresponds　to　the

smaller　dissimilarity　class　than　S．　The　different　configurations　are　ob－

tained　in　different　cases．　Those　by　the　formal　technique　MDA－OR’

omitting　the　conditions　of　rank　order　are　given　in　the　right　side　of

Fig．　5　which　are　quite　the　same　with　those　by　MDA－OR　according　to

the　adoption　of　initial　values．　The　interpretation　of　these　comparisons

leads　to　the　same　conclusion　as　in　Section　2．

4．　MDA－UO　analysis　by　actual　dqta

　　　The　results　for　some　kinds　of　artificial　data　are　shown　in　［7］．　Here，

the　psychological　data”　for　color　harmony　are　used　which　were　given

by　research　group2）　of　color　space　（the　chief　is　A．　Motoaki，　Prof．　of

Psychology　in　Waseda　University）．　Thirty－three　colors　are　selected　from

Munsell　Color　chart．　528＝（323）　kinds　of　color　combination　（the　size　of

material　for　survey　is：　160　mm　x　120　mm）　were　presented　to　about　100

students　of　a　women’s　university　in　the　faculty　of　literature　except

department　of　psychology．　The　responses　are　shown　as　followings；
（1）

（2）

（3）

（4）

Harmony－Disharmony　scale　is　divided　into　five
　　categories　（十十，　十，　±，　一一，　一一　一）

Like－Dislike　scale　is　divided　into　five

　　categories　（十十，　十，　±，　一，　一一一一　一）

Consolidated－Diffuse　scale　is　divided　into　five

　　categories　（十十，　十，　±，　一，　一一）

The　question，　“How　strongly　does　the　combination　set　off　each

　　other　to　advantage？”　is　given．

　　response　categories　（十十十十十，　十十十十，　十十十，　十十，　十，　O）

The　responses　in　the　questions　for　4　questions　are　considered　in

Harmony　（十　十，　十），　Disharmony　（一，　一　一）　in　（1）

Like　（十十，十），　Dislike　（一，一一）　in　（2）
Consolidated　（十　十，十），　Diffuse　（一，　一一　一）　in　（3）

Setting　off　each　other　（十十十十十，十十十十）　in　（4）．

　　　’）　The　details　are　published　in　Studies　of　Color，　Japan　Color　Research　lnstitute，　vol．

21，　no．　1－2，　1974．

　　　2）　We　should　like　to　acknowledge　the　considerable　assistance　of　the　member　of　the

group．
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1：　Harmony，　2：　Disharmony，　3：　Like，　4：　Dislike，　5：　Consolidated，

　　　　　　　　　　6：　Diffuse，　7：　Setting　off　each　other

Thus　each　color　combination　has　representation　as　a　numerical　vector

represented　by　response　percentage　for　seven　characteristics　mentioned

above．　The　character　which　gives　the　maximum　value　of　vector　com－

ponent　is　regarded　as　the　label　characteristic　of　the　color　combination．

This　idea　may　be　fruitful　as　a　breakthrough　to　reveal　the　underlying

feature　by　representing　the　characteristic　of　color　combination　in　an

exaggerated　description．　So，　the　labels　of　528　color　combinations　are

determined　as　the　followings．　Nominal　classification　A，　B，　C，　D，　E，　F

and　G　correspond　to　Harmony，　Disharmony，　Like，　Dislike，　Consolidated，

Diffuse　and　Setting　off　each　other．　Thus，　MDA－UO　is　applicable．

　　　The　results　are　shown　in　Fig．　6．　The　sign　given　to　point　is　Munsell

color　code．　The　constellation　of　colors　（Fig．　6－1）　and　the　eonfiguration

of　classes　（Fig．　6－2）　reveal　interesting　interpretation　of　color－character－

istics　for　young　Japanese　girls．

　　　The　motivation　of　preparing　this　paper　was　stimulated　through　the

discussions　with　Prof．　F．　W．　Young，　and　Dr．　Y．　Takane，　University　of

North　Calorina　Chapell　Hill　and　Dr．　J．　B．　Kruskal，　Bell　Telephone　Labo一
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HOW　MUCH　DO　THE　JAPANESE　PEOPLE　BELIEVE
　　　　　　　　　　　IN　THE　SUPERNATURAL？

　　　　In　the　days　of　William　Shakespeare，　Westerners　regarded　all　natural　phe－

nomena　as　the　work　of　fairies．　ln　Japan　as　well，　the　people　of　long　ago　stood　in

fear　and　awe　of　supernatural　forces，　which　they　thought　were　behind　all　mysteri－

ous　phenomena，　and　their　belief　in　fairies　and　ghosts　has　been　carried　down　to

the　present　day　through　tales　and　legends．

　　　　Today，　the　advances　of　science　appear．to　have　diminished　the　realm　of　the

unknown．　Nevertheless，　interest　in　the　unknown　still　remains　deeply　rooted　in

the　innermost　recesses　of　the　human　heart，　as　is　evident　from　the　great　popularity

of　movies　concerning　the　occult　all　over　the　world．

　　　　What　position　do　traditional　supernatural　powers，　such　as　dragons　and

demons，　which　have　existed　in　the　minds　of　the　Japanese　people　throughout

history，　as　well　as　such　modern　psychic　phenomena　as　men　from　outer　space　and

fiying　saucers　occupy　in　the　minds　of　today’s　Japanese？　This　was　the　subject　of　a

survey　conducted　by　Chikio　Hayashi，　director　of　the　lnstitute　of　Statistical

Mathematics　of　the　Ministry　of　Education．

　　　　Interviewed　in　the　survey　were　residents　ofTokyo　and　the　city　of　Yonezawa

in　Akita　Prefecture，　which　were　chosen　as　examples　of　a　big　city　and　a　small　city

ill　a川ral　district，　respectively．　Some　localities，　such　as　Tono　City　in　Iwate　Prefec－

ture，　have　far　more　ghost　stories　than　elsewhere，　but　Yonezawa　was　selected　as

an　ordinary　area　that　does　not　have　that　many　unique　stories．

　　　　Those　surveyed　were　questioned　about　a　tota1　of　twelve　supernat町al　powers，

all　of　which　are　familiar　to　the　Japanese　people．　A　brief　explanation　of　those

Which　are　peculiar　to　Japan　but　not　well　known　abroad　is　given　in　an　explanatory

note　at　the　end　of　this　article．

　　　　The　following　is　a　summary　of　the　survey　results　as　reported　in　a　lecture　by

Hayashi．

　　　　Public　opinion　surveys　are　usually　conducted　to　solicit　people’s　opinions　by

straightforward　questioning　only．　This　method　can　lead　to　an　understanding　of

the　people’s　minds　if　proper　analysis　is　made，　but　the　results　are　apt　to　be　suPer－

ficial．　This　survey，　in　contrast，　focused　on　the　deeper　recesses　of　the　Japanese

mind．　For　instance，　is　there　not　something　hidden　deep　within　that　casts　a　shadow

over　the　Japanese　people’s　political　consciousness？　This　survey　on　the　belief　in

supernatural　forces　represents　the　first　step　toward　exploring　such　depths　of　the

Japanese　mind．
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分類のための多次元尺度解析法※

　多次元尺度解析法は，外的基準のない場合の数量化

の一方法と言うことが出来，e」r型数量：化（数量化第

IV類）と似た性格を持っている．なお，ここで言う多

次元尺度解析法は，ノンメトリックなもの＊1を指すも

のとする．この基本的考え方を述べてみよう．

　2点間のユークリッドの距離，N個の点があれば
鋤個の距離が考えられ翻これカ・s次元のユー

クリッド空間に収まる条件はどうか．ここでは，N個

の点の（〉）の距離が与えられているとき，・ある誤

差」を認めたとすれば，その条件を近似的に満す最小

の空間の次元を求めることを考えることが出来る．こ

のためには，「誤差」をどう定義付け評価するかを決

めておかなくてはならない．さて，ここまでは点の間

の距離がすべてユークリッド空間の数学的なものとし

て考え進めてきた．データ解析の立場はこうではない．

ユークリッド空間の距離かどうかわからないが，N個

の点の間の2点間の何等かの意味の距離が与えられて

いるとき一欠測値がないとき鋤個ある一これを

「あるユークリッド空間内の誤差」を認めた上で，こ

れらの点が収まる最小次元空間を求めようとするtと

になる．これがメトリカルな多次元尺度解析の考え方

である．

　もし，距離ではなく2点間の関係が相関係数で与え

られているならば，因子分析のモデルによる分析，成

分分析のモデルによる分析となるわけである＊2．

　2点の関係が親近性（あるいは非親近性）の順位と

いう形で与えられているとき，その中の距離によって

これを再現するユークッド空間一最小次元一を求めよ

うとする試みが，多次元尺度解析（Multi－DimensiOnal

Scaling，　MDS）といわれるものである．詳しく言えば

ノン・メトリックMDSである．この意味で成分分析

法の拡張であり，第IV類の特性化であると言える．

「再現する」という意味は，N個の点をユークリッド

空間内に布置し，それから作られるN（N－1）／2個の

距摩をつくる，この距離の順位がもとのデータの順位

と一致する，ということである．そして，こうして作

られるユニクリッド空間の次元Sがなるべく小さくな

るようにすることが目論まれるわけである．

　再現すると言っても，完全に再現するためにSが大

きくなりすぎては意味がない．ある程度の食い違いは

認めた上でSをなるべく小にしたいと考えるのである．

この両者の兼ね合いは大切なことである．このたあ，

食い違いの測度がいろいろ定義されなくてはならない．

いろいろ工夫されており，：Kruskalのストレスとい

うもの，Guttmanの逸脱係数といわれるもの，林の相

関比η2＊3というものなどがあるわけである．K：ruskal

の定義には2通りあり，旧法では異なるが，新法では，

我々流に言えば，1一η2つまり距離の全分散に対する

誤差の内分今一順位とのくい違いが距離によって表現

されるように処理する一が考慮に入れられており，

Guttmanでは原点を通る相関係数の2乗ρ2がとられ，

γ／可が逸脱係数となっている．こうみると，3者

とも誤差の表現は相似たものとなっている．ただ，問

題を解くアルゴリズムははなはだ異なったものになっ

ており，どういう場合にどの方法がよいかは，かなり

検討されている＊4．

×　Multidimensional　Sealing　for　Clustering

＊統計数理研究所

＊1メトリカルな多次元尺度解析法もあるが，このモデルには窮屈なところがあり，より⊥般的と言える一つまり，データに課

　す制限の少ないことを意味する一メトリカルでない場合について述べる．

＊2この両者の差異は，他の章に述べられようが，因子分析は，共通因子による解析，成分分析は特殊因子までも含めた上での

　解析となるので，分類に用いようとするとき，データそのものならば後者，データのうちの共通因子のみによるのが適切な

　ときは前者を用いるべきである．

＊sこの場合は，順位でなく，2点間の関係が順序のついたグループ分け，たとえば，大変近い，近い，中位，遠い，大変遠い

　など（この場合は5分類）の場合である．MDA－OR（Minimum　Dimension　Analysig　Ordered　Class　Belonging）
＊4 ﾑ　知己夫，飽戸　弘篇，多次元尺度解析法，サイエンス社，1976．
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記念講演要旨

心を探る統計的方法
　　一日本人の自然観一

文部省統計数理研究所所長 林 知己夫

　森林を造るのは人間であるから，人間の考え方を無視

しては森林経営を考えることはできない。人の心を測る

という問題を取り上げたのはそういう観点に立つからで

ある。

　人の心を測る方法として世論調査がある。これには種

々の難点があるが，長年調査を重ねてみると，人間の心

で変ったものと変らないものを識別できるようになって

くる。外から教えられたものが変化するのに対し，素朴

な情緒的感性，人間関係などに関するものは驚くほど変

化がない。そこでこの人間の素朴な感情というものに着

目し，’これとの関連で自然観の問題について考察を進め

ることとする。

　説明の資料として東京都23区における20歳以上の男女

からのランダムサンプルに対する面接調査（サンプル

499，53年3月）の結果を用いる。全国ではかなり違っ

たものになると思われるし，また外国ではさらに違った

反応が期待される。従って近く西ドイツでの調査を行

い，総合的に考察する計画である。

　まず質問A「あなたは，山川草木，山や川や，草や木

など，このようなものに霊がやどっているような気持に

なったことがありますか。」に対し，「ある（A1）」

24％，　「ない（A2）」73％。この「霊」を「魂」にお

きかえると「ある」は60％に変る。、つまり「魂」といえ

ぽ生き物であるという性質が強くなり，それに対し「霊」

は超自然という感覚が強い。このような問題は素朴な宗

教感情と結びつくもので，東京都や米沢の近くで行った

別の調査をみても，多くの人が原始的な宗教感情を持っ

ているという結果が出ている。

　質問B「あなたが旅行するとしたら，次のうち，どこ

に一番行きたいと思いますか。」例示した7種類のうち

「深い森（Bl）」は意外に悪く2．8％，特に女性は1

人もいない。以下「古い寺院（B2）」17．8％，「広い

砂浜（B3）」9．　6％，　「高原の牧場（B4）」19．2

％，　「見晴しのよい山（B5）」22．4％，「けわしい岩山

（B6）」0．6％，　「静かな湖（B7）」21．8％となる。

　質問C「あなたは，森の中を散歩するのが好きです

か，きらいですか。」に対しては，　「好き（C1）」

61．5％，「あまり好きでない（C2）」24．8％，「きら

い（C3）」7．0％となる。年齢別にはあまり差はない

が男の方に多く，森林は男向きのものという感が強い。

また学歴が高くなると「好き」が70％を越える。

　「一番好きな木はなんですか」という次の質問に対し

ては，ウメ，マツ，サクラ，スギ，ヒノキなどの回答が

多い。ところが男のスギ13％，ヒノキ6％に対し女は両

方とも1％以内に過ぎず，花木には人気がある。またス

ギでは40歳台位までは男の16％程度あげているのに対

し，50歳を越えると5％位に下る。それに対しヒノキは

年齢に関係なくほぼ一定である。この両者の違いは，ヒ

ノキについては使う方の側面，スギについてはスギ林が

念頭に浮ぶためではないかと考えられる。このように木

といった場合に，木材を考えるのか立木を考えるのか，

注意すべき問題点である。

　質問D「あなたは，大きな古い木を見たときに，何か

神々しい気持をいだきますか。」に対し，「いだく（D

l）」57％，　「いだかない（D2）」37％となる。　「い

だく」は女の方が5％位多く，年齢と共に増加する。

　質問E「あなたは，深い森に入ったとき，何か神秘的

な気持をいだきますか。」に対しては「いだく（E1）

53％，　「いだかない（E2）」34％となるが，年齢によ

る差はなくなってしまう。質問Dから連想される御神木

といったものに対し，森林全体の印象が主体となると考

えられる。

　このような素朴な宗教感情は学歴による差が全くな

い。年齢との関係が強く出ていて，学校教育によって変

えられない感情である。

　次に2枚1組の写真を見せてそのうちのどちらを好

むかを質問してみた。Gの（イ）は芝の生えた裸山，

（ロ）はモミなどの針葉樹の生えた山である。その結果

はイ（G1）が44％，ロ（G2）が52％となりイよりも

やや多い。イは若い層に好まれ，年齢と共にロに移って

その差が30％にもなる。学歴による差はない。

　Hの（イ）はシラカバの天然林，　（ロ）はスギ人工林

である。イ（H1）が44％，ロ（H　2）が52％となる

が，年齢による差が著しく，若い層の60％がイを好むの

に高年齢層では20％程度である。つまり年齢と共に深々

とした森林を好むようになる傾向がある。これは人工林

であるかどうかに関連しているのではなく，深い森に

「自然らしさ」を感じているとみてよい。

eddie
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ff9フ‘KP元尺度解祈に吉る態度数量化

一62トλのトごの差底国造を探る一

統計数理研究所所長　林知乙夫

§±．　　問題のは（〉’きワ

　二心まで“われわ敵は人久a’N考国方や1甦じ方をとら之5うとし？、いろいろ調｛互を，

おこ†δパ望k。　二《kめに質悶法を・・ういう工心し3（尺．　こvl・i．　tδ・tl・・rsり

｛文人RのtN：：心ある面2“は。乏り乏ゼて廷k。　しかし、どつも表面的ね盛をまぬが

れ蔦いし、いわゆるタテマエのδうrS回答が㊧くねう｛らいびある。　二Jx（；噴悶

宏があくきで“も理右ちめのb多ズあるため止むを得かいこと？“ある。　i哩．疹ちめでず∂けれ

1ぎ一ワまり質悶の中1文ある’条件疹呉定が’論理的に朗；確：マ“あり、巨〕答のとりろもまr一．

心裡白脈朗確で郁’〈　16・rSうアSい一一一その回答の灘味がっヴめ一）’S　t・り・らて協る．．

っ3置）、理話めゲあらわt又出「亨ざているr一．め1－x理屈Z“回答す．ると・いうや良1向が出ピ之く

う二と1文「iう。　　二の「一．めKi智識面力“ぢ動く出て千・ンネ，ぐブ出にくいこしk†δろ，わり2・

ある。　き尺調査項目自芽t「爬φ奥．」‘ぐtJ　r3く比較的現象面に限られでいr一．こと

も事実τある。　こうしklkめK、社会調査1文よそ）調査純果．13表面的で・残心冷とビ

うltt￥9もat・Zくる；とにμる。　二幅Z“の調亘法Z結、調宜軸や質悶の面一i　2
エー夫、し突いろいろr5貿：問群を：つくり、イ分垢かラ玖を；彗案レマ、i夢見象、自うね3回鰺のノぐター

ンを勲ぬ1パ・・叙位．EPthにするこども試憎いくらb’のss（功を収めk；t

がある・　日本人の義理人血的r5こど1瀾鱒あZh、その見か込じちの滋雨の
を漏壷，匠代一伝統という軸心そ。く現象．を，見る見方の宕廻注ねビもわカ’・r丸・

しがし，こ」れt＼tl『ｦ：度が；Pt，，り、もう少し表、面δり’i’へ：＼ラマ　「身」の部イ分ノゲ調ハぐうれ

ナ3い0’。

　「動の部分が人間娚働を規定するう綿k堂勲諺防ど思われるハτあう．
この部分が篁をねtJ　k　51’をし？、社会的ね行動を境定しで中く、これ，が論理的TS

裏栃侵駅一二拠守・珍理化罐鮒のがおこ↑∫榔る一くるのτ・拓
いか、といラこヒである．　捻kもこ淑1♂論理的毘るを，無ミ；観．9るの2・leTδい。　：尺枠

t1；・論裡的r5粋組1．tで柳幻られるゲ、人間竹動の勾くt3契深いところにある秦朴ね

系直籍「気楕」1＝よフてしフくりしkものe“　；K　7k乏畝、これカ”，表1叉i現喫：として現わ

れるLう：に、論理付け1文よる納得（合理化♪、，数養Kふる肉角けゲみこ冨わ弧るの

Z“「；Tjいかと姦うことである・　　後．，壱の部1分がう言くゆON毎1、と．　T’気：持」1＝8る選

択．t後老の部分が葛巌を起こじZ行動がヒリK＜＜Ta　9そハ間の調整や理論や肉付

り破零が獅一う摘二どr．　rS　6。、蝋を経て・嫡」砺齪ノゆく理論イ切、

L
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肉イ寸けび’：2れることにrsろ。　極ち可れぽ、満足，のゆく5うし文i里論を楢．あζすること

k冨る，　これカい理屈、と．層々、tさとごこでも貝三リ付くといラEp象ごを，与・乞5二とに1底うり

けである。　し長がっで、調亘をみ：γi．《行勧を言業1丸よっ《とう乞δうとする

場合一二穿U耀論的に仁恩厄檎放をもつ噴闇にさ・Z回答がとら畝るこヒに熔る
～ヒゴ♪フし‘ても表そ重】白勺†Sk4s…果ノゲ出てくる・お・そ．れカ“egく百多｝｝つ1り？“ある。　 つ言り・

存分ヒ，敬1，後．が前面に押し出、：！一れてくることに百る。　もちろんこれ1さこれZ“大率ぞ’

あり・行動と，しで外部1く出、うものとし2非確1て大v刀Z’あるが、，本当の気手奇1■冥、アδる

と：ラ1文みろか偽補い一し・わゆるit・ンネの問題一，しつ’t萎れが本当Kマゴ
勤を支酌乙レていうのぞ（9疹1いカ、どいう問題が6～～る．　　この根源．的ナδとこうEとらえノ

てお・か73いと人間の行動を理解しT：一り：予帰しrzりすること1さもずカ、しいtのし，考幻

られる・　表、面’を：」乞いつ、σてい2覧さ、＝⊃必■さZ“…乏ナJlいこと乏ひ、根源〔＼2カ、‘ハ1ぎ’フ〈

1をじめでi哩解か“丙）くというものでしある。　繰重しす3うZ“あるが、天、葬ナ｝こと13の～’、

iらにま］1ミ付け加乞kい。　　二曝しさ・　理．屈！向1つノぐ教養，星く，8る肉イ寸けを軽くおるの

ぞしさがい・　こ帆らが外部1文表出：tれk委Z’あり、表．立つ氏彦眞2“ある。　この表朗

乏淑方のその6aが、気梼にひe・k）すうゲごうカ、と葛う阜b大孝・：rjことZ“；ある。

たと2，それが．奉者2”rj＜建前て一Lあフでも建前の表現が気符KそぐうO’じうか1ま第一

の関炉『tして董．r警Tjzもので『y）る。　　しかも建荊と，ノト・旨が；9）りそれ『フが：相補いゐうこ

とを知る二とも夫切ぞあ1う。　しかも建前憾飽く重も表面2“あ）、これZ“嘉ザ決斐

うれるのZ“tδrJ＜、表出を孟しZ感得さ儲る、言τ丸、表現の裏Kある本音への茨1竃

（気椅にしっくりするかどうか）｛1正1文基，本的民用・鴨のアfl’とねっていると壱う＝と

である。　二m・と｝6・本看を動ハK裸身㍗さす3く逮前の血潮を看せる一・の

衣装が理餉・πあ，、教導にδる肉イ10である一のて＼ぞう熱量押い獄轟
くrJるが魅竃ししr一・一いの薫製者Z“あるヒいうと，こうにも現われている。　　こうし尺こと

を彼私と，もK．認めZおり、論理にδる〕哩屈こ付遷りと肉付けとがね：ければ」，奉看も逓Lう冨

くねiうと，いうわけで“ある。　　rこうしkこと．が；P）ワそう「で」と．いうことが＼こ敵さ

で調査を皇ねて2ケマわゲ。？乏k．わσであろ。　これt3伺も固定的K人悶を全く非

含理的rs　tの、素於庖原始感胤t5。尺ものぼけマ纏えう二とを起味レr｝C・。

ここに柔：孝トr∫、秦i直ね気持占表多見し尺が’、映れtδりぐ可“レも1劃定，的rS右の？“あること

を蔑味しr」い。sMk　dc　．社会膨ち一こ幅習，畷†δじ物心両面にわ随一を
・sしz垢承るem　2”　as　t）、諒編一こ淑1輪狸性，教養のカ’ん後一に・｝．

zt£hワ亘る勧で筋うグ稲の急性誓いこと1求め恥・．似て正ぺ衣δ
うに理論付けの努力、教養Kよる肉付け、1x：）の中の蕩藤の解次という戸籍73遇，程と

丈短破遣しマくseのill“　hるが、気手媛れ自身し慮料Z烹直恥の2“あ　b・
二の∫う1丸単糸色｛て．1董】夷Z，白つrJ・むのマ“ね：く、

いろいうの体験e教育を・Sしで内容1コ麦

わフZくろが、ある歯骨での行動の，根側

｛O　Ek3～堵われ医勧トにし篠直f3「
’b

`：持」≧てび7たり可る行動bN“とられると

いラこと，2きいr一．．いの2“あろ。　二、れ乞

きどめ？；けると右の表のδう1＝τ」ろ．

2

…醐一
壷

勘理的戸倉僧巳，釦よび教聾

艦：よる錦8をと勘しての自

僧1，による翫雀化

1｛i欝船
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　もちうんこ，｝・N　t9人qz」“　Z2“・bううし・笥別の人亘は別の陀の勃乏を6駅“あう

うが、一般の人色は⇒しk態皮一一L・哲彪集τあるがX敦レペレのろえS－
tヒ，ひ・るの？“　hろうと思われる。農妊の部分をつカ・翻ば人の考Zhの本
然：の婆：t1；わ0・うア」い、．っさ，、二1れわ・らミiの行動予1則し3で灸T｝いヒ．いうこと，1父τδ

る。

　そこマ“、こes「気k．の部躯裸調練1開発の鯉山後々ししマ’肉醤が耐乱計

を考えkわけマ“あろ．　11；じ翻一考（・尺SうK二如言丁合理的2国風・・もののひ

とつの代危全払考Zマ・派西・ワれ‘3“　8い．　ここで“一・わゆる素朴r5（原始白晃七

老k，る）県数愈鄭習劇葎、壷にがんq職方、。tr・＼漉化け（超自然）、蓬彪
に柔『してのア気1文かカ、リ方」、直産撫のこどね幽とr‘をとりあIJ“、こうし尺L・ちび）との「1＼こ

のカ・カ’mり冠し・」のありゐをしらべでe7一　b；9にしr・c。　以；のものほ、人間の寒

樹く関係Aるものつ趣く、しkが。ミ麟ト†諏の動乏の菰やすいもat　？“ある。　こ

うしkことE　PM　1転座のに謝里的、理託め旧式で多いカ’けにので『’（S、檎瓦びマ至

2i哩屈、　D“”　thてくる。　　細編白9ね1回答が’出ろ3う1＼しτ」くてはね：う「d一い・　しτミが’つ

Z、調直の掻煎：t3あく3Z”6理論的2・r｝くでは†δ5痔いカへ調査の方法口爪ンネが

出るδラk工夫する！馬下～がある。

　い’｝”ゆう”お化け　にっし・Zたす』ねる2t．a、1・るか・いt｝いか＼といつli万Z“

tl心のあや、2と，ら，乞うれねい。　いる・い聡いという面z“考乞る人ちあるゲ老うそ

rsい人£bL・るわけである。　そこで＼存在のデ採ンシりンーし・る・いr5い一，

期待のディメンシ・ンーいて1歓い・L・て　｛5しくrsい一，・陥縄のディ又ンン・
ンー才㌧・もしうし、・廉＿しt、・っ｛‡う1言1、3　＝わ‘、・才ゴそろしし、・　こ凶つくア」：し、一，

という3っのディ×ンシ・ン，内容スケー1帰z遡れて8っの回答を用存しで一
もろ3ん，俗心t9ランダAkずう一ある「お化け」のみ前を聞トたU：芝、二aう・う

とこの回’小力“葱矯に一ヌ参Z：L9，r一．一りすろ0’をrくずねるという方式毛＝どっ7気。　っ言リ、

どのヂィ）くンシ9シがヒρンヒ，肥にくるカ、ということが’大；多広の2“ある。　いる・い

tδ・・1叉ヵ’っ・わうず、丸い・二teMるb、二・b　t・こtもある。い測れく庖・ヒ

思う二防あう切7ある．　こうし伸心のカ’かわ賢いゲ貰物二とにr鈎・
孝尺集朴r詞荻教的感楕を乏くのに沢の5う丁」星取方をしk．　京破を持っている斌
信吋や信仰き：持つ？いるか’乏・t；　tg〈累ネトだ気持を，1乏ムそうしするわけで“ある。

　アあ俗尺喝神社の前マ馬足が落う老い作り、あう斥3っ氏気持1文博多こと，カ“あブ＃

すが」，「あなた鳳、お寿て“仏像．を昆f一一リ、お経乞聞いたりし尺と，｛、吋が落う老い

たり・あ5r；3叛気掲kかることがあり3すが」，「翻印さ・γ3kカ’困・尺こと
がおこ・k凍、初島ヒか仏激ヒδ・iRngZ’・脳に弥お新りし長くr」ることがあ
り3すカ、．」，「あノ3r一．　IJム、、，）草フk♪ムや・・）や草や木raと“、その適うτJl　rう‘の1又藍：が宿，っ

Zし・る｝うr議持にrあR二とがありますO’」，「2P）　rs　T’g　1；；　．仁侠養岱ど鰐うK・

梗いふるしk身xfしび道，具に感謝すうkめk祇，養乏しrzい｝うτδ気持に招っ代こヒが’

2一）1）さ宵り、」

　r｝Vがその9“　z“あろが、こうしk創筋笈瓜す⊇とKよ・Z．“　；F　rS　S．教的爲晴

Zaい■orるヒ・卓数を傷じ、イき仰や1きtく2k。　qいうもの2a％（東京23藍，20才

以虹，S’t＃5目）と伽’。kが、こうレ民熱樽県教的串骸梼。R右のt1；す“い分

　　　　　　　　　　　　　　　　　3
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力くすべひ・質問をとh・　L2全くr」いeハσほとんど見当ltら削・ヒいうことが
｝わカ、・・「一．．　・こ，うし7気柊，］看’1さ鱒Lをと多と7sくね：ジ・女1文9gし、二とtさ出ているカ“、’字

麿kよる差が少な1・《ll庄目Qれる。　とく1丸上に掲げR箕問の神社やお吾、お縫．

の問憩でtgア。％（跨乙調査）の古めがそうしたゑ持ヒrJ　5二とがあり、孕歴に全く

」ら†」い一年令別，汐）歪別にけ突も一ことがわウ’っ作のC■1さγδ1；ド左目可A“ミ

ところ‘～“あっk．

　ざ傷の気kだろ二u”Nつい2t9．迷信Zあげてむ乞kいへ雨気krδる、可こレ
気に↑3ろ、ぜんぜ乙｝に「3Cう早し、、に．わけて｛1いr一．。　　「すこし気、く†δる」ヒいう

と　こ　ろ　の1亡のひ　ッ　o、カ、リび’大争マ“あ　う　とノら　乏ノ潮力、ら　？“あ　う。

　以上のδう匹、塔うべく蒙亘に反影で｛る」う1又回鰺をとる工火平してみkが’・

喫際k乙周耀しZ3ナると．、　これぎ2’の琶診命調輩しの丁易Aeと：異り、鰺・，る’をとる二とゲ’極め

マ！容易Z’あ，T・一．。　　ク5ウ、ふt’Y’“んから’俸験レ7いる気｝5を薬直に．答えハれtg“，∫〈、

こ淑まτの調査のδうにうえて答えうi＞？！　｛1？がrsいか’らて“め・k。

　こうし2出て！11夜ヂータガうどうr気梼」をつか2）一　Utすひ・　このkめに1δ、回

塔の絡み合いを孟レマ緻密1文1ト斉報をどリ出町ねばγ5らず5い．　イ工組誘れ忘調査橋成

の下K．誹細身データ解筍を1）4零‘！“することに冨る。　虻のあや乞っゲけとる斥めk

時どうし2も79次ゐ的データを攻扱．巾わばr3うねくrsるが・どおり一遍，のデータ処

裡Z“〔5r9く　・デ’タの・陛裕k恥く思いを致し、データのちつ特徽1の端縮を望知し、

ある1ぐターンを示Sデータから適，櫨にその申Kラ替む砲戦報を．盤呈也レめるkめ1丸その
分二方ラiを組；け上げ“kOtざ“ね：らτ∫い。

　二ういうわけ：～“、　ここZ“【9お化メフ　（超自然，今の釈’i掌て“畜兇明で乏rJいことや．一

見gt　Ao捏2“あると見ろ躯ていうもの、5r一．争力㌻し雪乞こう略名卜有b’）に関する気働

乞やN；1馬と．リあ1ブ，　ICの（＃を乏ぐう’乃ゑを模索しヒいと尾う，

　お・イヒ．σ1：ユ、　鳥見実Kreの」として存在する。、どうb一、　二1れ，に19いう1、ろの輪回論ヵい

あろが、唄うし氏関爬をち在野うとこうK鴨お化け”の存在の詩味がある．　03
り．　1心のカ、∠ブわ？含こ、どして存在しZいる）いう二とで”あ・る。　　ゼ．れtδらt5“、ノk？

t；“ ｨ化け”とIXSの中でどうCカ㍉bり后，Zいるt’．・”ろうゲ。　＝〈を12，1リ2笠

kいと老：iしていろ。

　調査」さSt　＃3月、S3琴3月で東京都23正5S2年3月｛さ，米ラ又市、東初置賜郡て・行わ

れk。　棟ヌト馬出，質問東、孝純集計の純果k；；末尾にかかげてあ5が。簑問τは、
こミZ蟻ユ三£へこki狂旨て“、ヨi産しくノらえノ込レむ問是象Z“〔さrS〈　．前｝ミt三めお・化亀・ブ〃）1舌0、．　とダ6㌧ノ＼

Z＾もあ乞汽こと．、し・kこと．のあ’る問題、関へこの高い日弟的τ3ことに．対‘する慮び」5、

人間の弱妹4文関見ることがら有どかう旧り立フていう。　　二のkめ面掃調査．し3うり

凝容易τあ・瓦　つき，調査の場に6ほ入戦三四レ人糊剤塔を寄せZく
れ良ものヒちjl．ら敵る。　いわ砲ろ、質悶復類．は次に示ア通kP？“ある。

4
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切算東京 覚年六書 53耳東東

東教 0 0
衆教k関すること． ○ ○

硯世利益 ○ ○

素朴ね望教樫硝 ○ ○

行車 ○ X
超自然，怪力乱神 ○ ○

占い ○ x
し重rビリ知識 X x i

！蓬彪 ○ ○
i

正フ瞭 ○ ×

団民枝関係 φ ○

ペーソナワティ x 〉く

考訪の類型の尺めめ質問 x ×

フェー又ソート ○ ○
自然観

健康に関する二と

」

死生観

§2．　　いわゆろお化けをめぐ・《
§ξ2．1．　　　おイピ、1づ　を　どの　δ　う　1文＄周七一す　う　カ、

　お化けとしては12種類．その回苓をど《面Z“　bりあげるが‘」表：Lヒあげるeの？”

為る。　お化けの種類としでロ弟5く玖？くる贈ヒ。ユラー「｝もの乞とりあげ’、反応

表⊥．

三男

不ソン’
室：窄，3ご円盤・i￥留人

エウ9・ri霊

カッパ
ヨウ、｝盈

超能力・念力

人ハk友1）

人をの3い殺すr∫とこの怨豆

過去や未釆へ行けるタイム？シン
リェウ

私

Ex）stence

　　いる・ある　［い厚、、．r∫、、．、ぎか、（」・　eN　1、、

E×Fec坂七i　bn

　　t＼て1寺し‘＼・；ひ》ってt舌しい　［
　　いてreしくτ，「（、・9）って〔手しくrい

王国〇七ionα1

　　二わい・お・そろ【い　
i
　　こρわくrlt、・ みそろしくτ」‘＼

　　τ≒しの（し、・｝ゲもしろt、

　　つきらτ」い？

s
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の方ほ、我ftが血，串そクし氏うのにトにく丁次1も」乞し！）あげ代ものぞある。　左

側k倒しけ、石側k反応の）欠元とスケールZ，i．しマあう，　t」・6・　．忌血。tiOna’の最

後at’11・きらプ3い’の”？”1さ二at次元，に入れZδいもの0、じうe’疑間というも味

Z・あ5．　　こ‘ハ♪Kh元．1て〉＼れうのtさ望ましくrδし、ニヒO“’後：≦1引すろ分ネ町にぶつZBAら0、

にiれる。　　これをどう｛黄悶の形に‘するカ、が問丁目マ“ある。　ユ産し弟行う｝う1て、各次

iC」ごと，　K質問をする行芝力が，」5え，られる。　 ；のt菱、に希隻斐夏のお・イ6　rフを．書いrくカ

ードを渡し簑問を始める。　質閥はQ　19’乙著いマあ．る荻2の通，リ2“ある。

表2．

α’1gt次にリストtgをお渡しし畿†ので．よくごらんになって
　　　下ざい．【’相亭が読む問，少し問をおく1・

　　　これからいろいろおたずねしますが．よろしくお願いしま†．

A B C D
このうちで． では噸 ではう 最後に，

ある、と思うもの 次のうちで たのしいもの． こわいものg

いると思うもの あってほしいもの おもしろいもの おそろしいもの
を．いくつでも いてほしいもの はありますか？ はありますか？
結構ですから， をいくつでも結構 それはどれどれ それはどれどれ
あげて下さい． ですからあげて ですか？いくつ ですか？

下さい． でも結構ですか 前にあげたも

前にあげたもの らあけて下さい． のと高なっても
と重な・，てもかま 前にあけたも かまいません．

いません． のと重なっても
かまいません．

表3、

Q，9　　リスト89をお渡ししま†がニニにあけてある曾葉をまずよ《
　　　　ごらんにな・って下さい．
　　　　【相手が読んでいる問，少し問をお《1

　これから一〇一〇おたずねし2†が．二のリストの中から
あなたの気持’にもつともピッタりするものを一つだけあけて
下さい．

　まず1雪男】に．ついてはどうですか【回答をとる，◎をつける】
ほかにピッタりするものがありま†か．
1あるという人にコそれはどれで†か．1，回答’をとるOをつける1
　では1ネッシー】についてはどうですか．
あなたの気持にピッタり†るもけを一つだけあけて下さい．
‘回答をとる．＠をつける1ほかにピッタりするものがありますか．
1．あるという．人に］それ’はどれで†か儀

1回答をとる曼O壱つける1・以下同描虹壱いてい《こと．

以下，⑤について分析．

6



　　　　　　　　　　　　　　　　　一91．

　今度tJ異っ寒行i直方？ある。　反丸諺乞論いた1入ト2渡す。　これ11｝次元とス

ケー1しをランダムに吻己列したtのでめb9　カードにtlS つ1ら「Sい，あっ乙ぼし

い・いて1きtいフいう噛・ある，こわ｛、・おもしうい，あっZほしく搭い・い’～1言し
く武i‘、，お毛｝しろし、・1…．のし‘、♪1ぎズブ1ざカ、し‘、・し、rSし、・7δ‘＼♪おそ3（ぐア∂：し、・

r一　ibくis　t・，の8種独が縦9Z｛鷲てある．質問・否餌としマあり表3’に鋼孟

1）iZ“あうの

　二の二つの箪閻「≡｝、オ響≧ノ李～を，二つ1文」fjlT半しで　（spl；七ha」千♪去、と．ワ乎一に；“才てる）調：杢｝＿をし・

比べたと：う図i72に示すようにti・尺・　ここで馳ほ、いる・ある7いて｛手い・
・いて庵しくTiいの二つについて，示レマある．　，参7sのτζめ’学プ整別に奉しである。

夫局的に2ナて、二n両看ほそれほど果ッでい垣し・が、濯』、リュウ，妖｛隆．以、タト〔3個別

にal・尺。！ヲノの回答のfOが尚ぐ訟ぞ1・る，　つ到、0／9’z一　（o　．回箸の厩ヲ脚浸

れ尺と　乏k　そう反施する　二と乞示・し’Z　お・り　、　θ’9ズ幡　　　じ’こカ、の次元が’まず’選ノざ呼L、

（k・esうスli”一ルリ・選搬踊という二と回向勧V一陥縄的↑通｛・一畜強く反

応す5ものがいる二しが示至弧7いる。　苗み超能力Z“はrいる・ある」の回答が
あまジ差えブノ3〈、　こi）’しに関し・～1δ．、存在の〉匁元力“99く，竜》識ミぎil”・ていることび一2つつ’る。
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超能力

タイムマシン

円盤

ネッシー

雪男

カッパ

鬼

リュウ

ヨウ怪

ゆうれい

オン霊

人のたたり

　厚お㌦縦軸のみ4しワの，’1吟、序t1；後」文示！すおイしtりのド1　PAにぶる分4象（ぎ’Sl・のものも

S3・nex｛　r」　E　t2　iiい）の9；・　i単由の短い慨齢しマア踊収ある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　7



一『ユー

図酬

いてほしい・

あってほしい

10

a19
30 02

O　GhVrg

．

　・O●△
，，’6P”

軸●

A、、、

’●

　　’　oぐ　　●
　　、
　　　へ
　・ノ》
　　ノ
●Ko・　　、、、

　　　、

小
中
高
大

÷
尋

o 01

いる・ある　く東k．Sl＞

O●

0●

　
為
一
●

、、
●

’

’

4
i

02

i●　一

1

鱗
．

覧

N．一，〉一．

　　顎　●　o

rx s
．、・ム　o

03

x・vo

04 o
／
o

超能力
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ネッシー・

雪男

カッパ
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ヨウ怪

ゆうれい

オン霊

人のたたり

§§2．2．　！三〕，答条彦果（Ls・るみ1）6けの分弓蔭灸

　まず’・〔⊇丹に．3ッて分初’‘をこ色め‘ヒけδ・う。　9ず、と：・のお・化けが’ヒ：’の橡に，反trL“す

るウ’を；けよ　う　。　　　Pekは　しtjる　お化1フが・みとい　♪、画1塔：5し　て　い　う／をろ　らわす　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き反応；請1さ8っあろか5る138個あるわけぞあう。一般に為PbEキ⊥ビある。　これ13、
その他・Dκの1三1塔かいあ5尺の2“あ多が、こうしτ：こ桓工答は末尾の単・純集書†表1：示・す

ヨ邑ワそ必峙ど大｛いもの乙’tlf｝い。　乏て、乙というおイし1）ヒaと．いうお』化けの委頁

（v之［ト生、あるい弓非類’似、，Eを」らミレるatで“あ5．　乙という｛5のと」というものが’gZい

性格があ，）・・，・16“回箸の麟‘の’ぐタンわ“’　iSい箸Z’ある．性絡が熟3組ま’、人々の回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユeSe）N・タシゲ異冨る箸？“ある。　そこご乙1つ5eのと」灯5tのと，の距招食。｛し」をそれ

ぞれのオヲゴリーへの劣市の差とみ疹し～計．算でろ。　参53ん二躯感便宣的な指
標マ・ある．

　　　　　　喝㍉毒（＆ゼ弓ρa

これほ便宜白リナδ：るのZ“一企のB～安2“あるt、う、近げい・亟いと，いうくらいの右のkし

た方・・’・e・・のz・非瓢1腿鵡砺市を眺収3舷恥k．童い，　・tt，　t・・中く5

いの鰹覚Z“ある。　非類似柱．のマトリックス．t2表4に示す亜りである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
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萩4．

怪力乱神間の遠さ 〈駆引、5フ：〉

雪男

ネッシロ

空飛ぷ円盤

ゆうれい

カッパ

ヨウ怪

超能力

人のたたり

オン霊

タイムマシン

リュウ

鬼

1
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1
21　2　2　3
1　2　2　2　1

2　2

2　3 1
3

3　3　3

1　3　3　3

2　3　3　1　3　2　3

1　1　1　3　2　3　2

1　2　2　2　1　1

1　2　2　2　1　1 3
3

　
31
33　2　2
3　2　3　1

2
　
）
、
　
　
k
嗜
　
　
縣
　
　
匙ら

　
（
　
　
　
1

8
Σ
雁

　
＝
2
“
”
d

1：

2：

3：

o－SdZ〈　soo

　　　　2500≦di」く1100

1100〈一．一d：・j

　i，つきリ・n・・6のは2・個，2，中くら・・のもの1さ24乱3，違1・t　d”〉　1さ　22個あ

り、’ぐうンスがと．れている．　ここZ・レ1Dパー0にを薗用寸多二とが毛2｛しいハご計耳

してMるヒ（灘数362）図3〈棘51＞のS　b　r」おtしろい碗得k・1」航日
マ“η3・o・s4，2次元目z“n’・　o・　s3，βフ㍑目で馬’培餅圃ろa・　z“　J2次元z竃‘紛

表硯で｛る；とゲわか。τミ．　まつkく説明下話｛「ザ彰識Zい理解て“｛う形が硯われ

ている．　右の方に匠代的軽力釦神、下め乃に伝統的礒力乱神，左の乃に人閣の死

ヒ5っわろ軽力制紳という形び出7いるわけで馬ある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
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　今度‘」：、513罫東京調’査一（以、下〈東京93＞t　a各　St）のデーター練声・午99－Zい計

9いその宇魁箆検謬寸ほ妙う。固様にP、託白し瀞如ブの悶・」　seRkse
と・【丸i司じ’差揮2’、　分難ししτ気ヒこ31老ヒ5隔を，得1気。

　　　　　　　　　　表5．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・｝蓬力舌し神蘭の函2＜東京53＞
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　　　　　　　　　　　　　　　　　一手一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ儲・，表やの脇納1ざ基牟のエと2のところつまり両くso・oをエにしzある
がこの場合500に近い数’￥があ。良のz＼二敵をaへ繰り入れkことを示梶のz“

ある。計懸課1♂図3のく柔偽3＞1・示しマある・　x6的に臥似τ・形り切う
，れるが、細かく検言寸すると　リュ，ウの位．置一が異うこと・円盤．とネ・ソンーの直し置ゲ：異る

二とがおうれる。　なお、括弧をっσ？ある点の位謬盛表ケ2晴弧のつい価Z”　i’t

算し尺もの～“あ5が大局的rv　｛S　Xうr｝差し翔・・　そ淑以外のeのの位置i鵬ど£
ツていナ3ゼ、　　．　　りト奏攻顧）〈tト伍のつけカ、之．∫lj手と．S3年の比較Z“この季呈ノ隻の皆フ定＿、）・Z’ゲ’

あ5＝と0　’ ｦ1乏敵マいう。

　ア活べこご註記す如ぎょ牌とB昇とZ唾ネツンー’ビリ2ウに関レZ裏，庭
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　知ね19’（〈っ（・z分類緒えてusう．
ここZ・4賃間間の相関表．を睦力乱神ごとk取ワ・粕関表一の各まず自に．対す5反免2“

一勧い比派し扇る働舌しネ韓その蘇と棚・マ・3aeEX色・“　17　5　；t
にlk。符ぜ相関表を敗り、そ・代表をと多力・乙・・之ば・二・＾概亀（IKb　fL）と

スケ，い組叙によ。マ、励古陣が・・運うよく特色引フら帰とhZら婦
C5　Z・あろ．熊差のあろ場劒一つど・トが・麺差のい場合・諺つ勅上
け添。、購訪‘さ、39日哨徴強診馳ん去1博るem2“．そ拉のの脈りが
拐。と13，手（禰筋棚くz　（s†巧rδい。こうしマて巳覧無表がa6て一sる・

表‘．

ます目の特色を代表する怪力乱神

ある　（ない）

　　　（あつであって　　　ほしくほしい　　　ない）

　　　（楽しく楽しい　　　ない） 　　　（こわくこわい　　　ない）

ある

iない）

鯛■■■■■■p　　　　　　o■■■■■■）

｡■■■■圏9　　　　　●■■■一■■D

円盤　　超能カ

^イム（リュウ
}シン　鬼

超能力（鶏れい

Jッパ　　たたり

@　　ヨウ怪

（漏れい超能力　たたり　　　　　カツバオン霊
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iあって　ほしく　ない　）
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怐｡■■■■　　　　　●■■■■■9
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~盤（突あれい

@　　　たたり
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@　　　マシン
Iン霊（繋一

楽しい

i楽しく
ﾈい　）

　　　　タイム円盤　　　マシン

ｴ能力（斯ウ

タイム　　　　カッパマシン
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●■■■■■●　　　　●■国■■■●
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剴�Oユウ

一■■，　　オン霊
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一　　　　　　●■■■■■●

怐｡■■■■●　　　　　■■■■圏■●

（注）　おのおのの怪力乱神の出現頻度は次のようである．
　　　なお一印はデータの存在しないか，ほとんど存在しないものである．
　　　（7が最高●あと’は5以下）．出現した怪力乱神の頻度は
　　　次のとおりである．

　　　　ネッシー
出現薫蒸　　1

（雪男　　　円盤　‘ゆうれい
　　　人のたたり

3　　　　5
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4 2 8 7 10
計
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ウ
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4

リ
鬼
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いものt3右上手と圧下羊に周じ｛のび旧いZあろ。　二の表6｛さ、あフて照しい毛

のの代表は・那ぶ円盤、あ。でこht・enの舷n幽蜜乳派尺リ，い丁δくて柴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fa



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一fi　1一
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k非類似腿髭kし紛縦カロZマも、⇒砥紬・内評的†」eの・“痛此奴’
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4
夕
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夕3 首 ∫2 43 34 6
’ 66 58 60 41 36 よ0
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十型賀、 ！よ2 ．一端⊥ク2 29．タ 34．0 42．8 よ87 6藍／ ク仏9 a6．9 ノoo．0

ちのZ“あるが、3一ア昇～“38・％、5冒3葬Z“2ク％と：いうとzろ2”あ6。　 513年ぞい敬’宇フク．s1／）・τ’」

いハ磨、前に升r文様に全体白り1又関1くか㌔上っZい多ことによる。

　男女別舛E2F別に累＝積分布をとワヒのが図22．｝2S2“ある。　区｝22♪その’、そのユ

蒔男kつい7〈東東ヶ’〉，＜東京、53＞め緬果1“あ多．　老；い，ろが由線が下にあり・

｝i’イし17kl℃’ゲ’カ’；グず”うラ人ヵ“’f5フい二と、ゲ噛わ〃、る。　 ・ti7央1直力い7！）8の‘とこう1てある．

昇をと5にっ飢マ」ON　」）’乎らク人が少∬＜rjろ．　51簿ヒS3与の差隠SS　？以上にあり、

53年ぞは上方に脅齢しているこヒが’わかる．　ノから弓・まZ㍉亀tく上昇す5の‘3両昇

とも同σ碩伺㍗あうびllでヨ3あ1日差t1；r5＜約／o％z・あるが、全修的に上方に推移

している。
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図22．
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怪力乱神に対する型の累積分布
　　　　　（年齢別）
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　女1て．つ〔・てみEう（図23，その！，その2L♪。　勾：々差の夫1いこと，　lsここに6

あらわれτいう・　5’3無z“‘1、男t委e同び傾向2“、uo未：憲）kあ3ソ差か舳なくrsっ
Z　い　多・0　　　　20代’ハ　女　‘3、　！「き　13亀舳変ゲ乙量5γ」：垂・　1ウい’一　IJ：じ　」ご）　の　　／　∂・　う　6　ま　2～”｛さ57i手　ハ　，ラ　oい

2y〈、よ殉のbk・レ加・　53n　z“　1δヲ。邸苫20代1鋭くノ∫。z迂zあっ一辮ミi
l？ず馳つとお・ILI7　kへこを’ゲカ、す’1うラ入力い’，3、え．でiき7い・う．

図23
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、タ1茸と53昇をじ七べ’ると．高穿・25、雇izい男女漫も複1勾力・“｛玖マいる。　男1さ1℃を；o’か咳“らわ

ぬ人φ’b’ふ之，．女Z“口tv乞かびずらう人ゲ’δ・乞2いそ）。　∫3卑・の男の∬才ン人上．‘2．幻1

耳あQのbS’♪以上に立いの～“あう。　　しかし、男ケx年くミの分析z㌧は標奉数が過，少

とプ∫5のピ細い議論ほ危険Z“あり、　大望裕傾向と｛の9定，“全をみうのが手慶し・と

衰主、われる。　　っ言＝り、男すと，も1年劣≧差が欠三Zく、女ハ若い方1丸一fit眠二をカ、ウ・ず讐らう

人　0’”タタ　t、　ヒ　い　　う　特　色を　？ナ　る　　｛ハ　わい　よ　　1ブ　　う　　う》　。　　　　二　　・）・N．｛｝　些手　塗　ザ｛宅あ　く　　†5　る　　と＿手見9　角9　1、1」　り

こうし氏遊び6腕6・へのPM　iwが湧らい～へ乏や：軋三日r埋1・INCI’・1一・　rS　．マ9i〈のZ“

｛ATiいかと思のれる，　若い方1葛ロマンや夢がゐワ、こうしkも《へmIN：iしが開かれ
ていろ。　　iぐめ柔ノケ芝の差．定，び’見う｛すら畝うのZ“あう。

　こうしτ＝酸向t1；耳塗別㌢歴ろ・Iしてもみら承るのビあろ。　図24、その1，その2、
図2夕，　その　ノ　，　そ．et　2　、　にテ“一タ　ち　示し　1　GF＞・＜　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2午．
その1 〈乗京夕’卸調査一＋東東ケ3与調査〉
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この揃zい1礁磁が愚少1認。埼弱の～＼〈ぎ薩＋ぎ3坪〉のデータ鯛い紛

tsしてあるのz“二蘇註急坤rd、．ノ1－4，M￥を比べろと、為鞍ノ歓’軽
妨K二うしkも・への関吻噺く、ヤtlt　Z・eMし・方k働くグthい．　しびし、中

皐の20代13持異ずあワ30娼ワわ関lrc　t・伽・の2“ある。観r謀教的麟弄Z‘協20

価中豹瓶い・傾爾寵5れるdi　2’・、東京23此あ20代誘中加」持種ナ∫惟税｝を椅．

ていろヒ見られそうτある．　i考1年を比べて診うと、左：体的k中tnと．あ3り異，マ

いt∫い。　与・A？kδ・ろ差：が、ここτtJ切っ■リ出Zいろ．　大、キkついZ15、全般．

的に喬準とあ3嵯・甜く、年令白鞍向力㌧致レZt・る．　ss一，　40～ytまで’の盾

l」卿G＜一致しzいるの～協ろ．　20㈹30代マね夫皐の方に闘心の葡・t4t“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　32
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　　ノ79t＼才柔Efi臭向つ’一t見ラ【丁らa（る。　糸田い牽、C苫号1とし？、1窺呈じくまとめZ∂ナると、’ト、

中tnδワ高、丈tnの方がea　（eの7Pい方に傾く1一向ゲあるグ　　高竿、夫準間Gそれ

ほどの差｛」　t｝い一年三差の方がδll強、く創いマいう；ヒがわかろ。

E§　2．5．　　属小主琴llの｛・二方　の～分ネ倉

　【・1；・aNvケかわり創・が、御漏・1にどのぶうに押・Zし・る0’。　二八乞昆何い形Z』’

ヒう記る。どを汚丸てけδう。　二の在めに三局白りに簡略化し？表現稲＝ヒつ”望

まし‘、。　 こ言ク、｛、き巷現．／！し、配めZい（1大｛τ∫筋を，鬼しZし才うフe

　そこで1す“、　1じのかゲわり、今いの比・：季をとろ。　二眠を．属1トiと別ヒ．どう差妥ゲ幽EF，る

かを，未変乙寸すろ。　　ノ毒コll：主が尺，侮］P一，つ、　老ψ＼ぞオしの頻度づ…ノV努（｝－二1，2，…　，R）と1『る，

ぼ

ζ卜在二Nとし7みく．　属ド陛別のluハかがわワ’含いの比率乞6～k％と乙？わ’く。

　ここで、属性別の利｛乃を診ろヒめに．外あ数σf乞考える。

　　　　　　　　　　　　ζ・煮夢（oドσ）z

　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ詮体Z…閃のカーり’ポ）飢…比孝
二diげ1嘱峰の利筋SX5一つ三指標し1γ昂が、二の数齪・・t　・・　I」そ糧
ど乏照明一結のZ”　t」　rS　t・のZ“　．見孟吃δ＜す脈め暇のうン7・／一ク㌧をレ貿表

多下し．属柱馴利｛ろの夫局を．つゲんz・・の一5うヒ思う、

　　ユ　免の勲い方がよくその属　捗剥・・でいる二ど乞れ㍗％ので∵べ・凝い・
ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

」1　i）いていアよ1、ラ）ゲう落し、数lo｝をひ）2で．　ラ）クオータ“一どずることに．回る。　　／グ’一

一釜差の痔いこと、1下位が千リ数が．yyく万多13ど差ハあろ二とを示声も∫、と，イう。

属杜馴K細目の検討をずる1＝13、
，■馳

ア　’

タ　一び’・レな　ずぎう　のZ“大ノ笥的1こそう裏っ 表9．
ききrぢの，痩位

i5f年†s3耳）
ていお1・ξ1与と夕3年のデ’

一夕乞合わせて分勅ず5
　　　属・r生忙ヵ・乱神

性： 年令 労雇 串零戸 芝持政党

こヒに可る．　この両着を 雪男 ξ 、　？ ’0 9 月

合あぜ属椎ろllに1じのか。’

增@ワ　！含　し、、の　しし・言｝を　問是良‘て．
ネッシ’ 、z5 12 μ

9

8 8

す5　こ　ヒ　〔て　す　5　。　　　表『
空蕊．3ご円盤 6 日 ’2 3 12

をみ5う、　二～し儲とりあ ゆう本lg 80 8 8 「 3

1・ア“ @r又　属小主　oヘ　　ヰフ　’～“　とご　の　　お　イヒ」

カリ’ぐ 8 5 6 Jl 6

　　　　ゾｯk一下差グ名9く　出50・
ヨう・屋 9 6 3 4 7

乞許τ丸ものであδ。汚q之

ぼ匂参別氏冴渉ヒ　し」う．
走3育εカ 7 7 4 7 2

定義；　1じのかひ・hり合．　　　　いの比華k基く 人6真影り
σσ 4 8 2 ’

杏属三内のタ紡斉飼 オン霊 」2． 3 2 ’o 5
　　　　・順位．

堰@分散　小
タイム？シン 25 80 9 5 9

2　　工 ワゆう 1 2 5 6 80

1　大 鬼 4 「 7 ’2 4
33
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算右琴，｝の痔ウ・Z“，　ど・のお・4乙けの’分散力ys一十大：養い〃、、，〕・2いゲ、｝年∠～9，）の「中Z“一巻

柔’1いているおイし1フt9向0’と星・う’ラraことを示！亨表マ“あう。　属柱を．あうわす縦の

一列についてケ」の値一を計q』、ノトiい方に老い順位、夫垂・・方に大うい・険伍を与1しる

ので“ある．　　：）文乏2の逆ノ，順のランクオーダ’を1手え、1ζう・∫いd）Z“窃る。　　二‘れで’、1角

の属，ト王グどの披σ焦ど醗う巳痢い？いるゲ伽力’ろ．　これを魎しさく．

グラフ化して層ニヒを猷る・効kぬ前才繍文の1’e・」一型叡量化．
と．ノ♪ノxoラ）くトリ　ック因子分初の方ラ云ゐを用いう・、　⊃躯に8つて得ら躯τ＝、図が’図

26～一一あう．　　2）た元図の中k‘；95まがホー～いう4）0”お・化けで“ある。　、書，因巳1直線？亀’

あらわ乏れている。　　お化、けゲう・を因をあうわ3直線へ皇．1線を千：す。　　その交薫、、
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二颪に坐糸粟を一F乙、矢印に一ノ蕎近．いちのを2ナうと円蟹である。　年冷ぞσ円．盤が’一

蚤駿差の一二とを示す．訪、暫纏力・ha射顯、・歌彦P・・う一壱至く、
＃Q差の簡・ミとを示しでいる。　二州ヨの作り方tz」i　．前才る論文1・あるのZ”ここZ“
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の｝像位とのスヒ・アてン・凝血；相関係敬0噌’最もス乏く毎5δうに、奪囚の直線か引が歌

てあるのZ“あう。　婁因の枠の申の数字ts噸位相閣係数？“、ナィ分喬い二と．が読みと．

れδラ。　全体の乎均2い〔90．90で、　δ〈灸9のrc・％を二の図ヴ表わしていう＝

とk厚る・　　図の中Z“並．くにあろ6の1評、属・卜圭琴，iの至嘱方が争メ、乏いる二乙を示CZ
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表／o

きき1おの顧位

’（51耳†53耳）

亀r高志回

P†エ

雷熱熱1茎｛1鬼

・1生 ”　　2　3　’　4・　’　5　5　1　1　1

年々 5　5　5　5　4　5　5　4　4　5　4　4

学屋 4　4　4　4　　5　3　4　　3　2　4　5　5
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図36．

怪力乱袖のパタ「ン分類（米沢調査）
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　ここZ“‘2．存在助点在とが一量蜀とti・でいうあが’わかろ。　：．　44　t3　e　k“．面骨・

薫、Z協5。　存在妬π元2”回鰺す多k・（a、あ3お娼づ（塘在し・あるお化け！請在

しrいと回答する＝ヒ和物諮ろむの～一’ある。　つ書うび‘・（9一田と厚．Z分離しで

・・ろ。　ここτは、蒋在一非存在の一国、っ勃ナ》いの一団、莫晒・橘縮距風ヒ

分禽色すると見てiい；　　3根目一チ丁目Z“、　＝一わい一いて唇　しくだい・グ分落馬し、1ミ

のこい、いてほこいカ“Siっハクラ又ターと，r∫・で分橋産する、　といク東東と熔異・良

｛移かv■出、Zいろ。　 夕根目の十，一～・・、いて1響しし、とし　7：しのしし、つ“sζ分稿臣可5という形ゲ’

1長てい5。　，ここて“も，存在の文元」1別としZ、、あヒの反ゴfc言i診1て｝っ＝～クラス、ターカビ

形成Σれていう：とt3象承ど）司びイし灸、向z’あう。　年並・’晴緒1てδる友飛言魯のヴ離｛」

実際1・，9一才，灸ウあsも・の、そのあワ方、即砂嵐のイ坊｛描画｛・δリ地子に

｝りhg定．し忘形が出てい7」いという点、ほ、今後畠：検t79に1灸Eねば万らア∂【・．

　1＊上，ぎしめ72ナうと、米ラ又．に才ジ【、21｝、存在曲りrl～石：＿のう昆ン肴し役クラス・ターつ’』あ

5。　つをワ・それらあ、ヨ，答t3お化けi＝δり、あ3い（？ありとちい、あるいtlr｝い

じ臆う傾向グあると・・う煎東9．　・Z・（3b5．　r｝い！笹戸りが、hl・kらのクラス

ター｛1」L＜1く．あり、その，Ab元z“回答’す多λ、が【＼多という二と、　o　きらτsい晴＄…っで＼

反1竜型定“あ多こと、莫月循・’嗜縄に関して右反1t言参k，｝リクラスタ’ゲ2“i乏う二と．

一反免認の舞びっ乏がお化けのkG一びつむワる強い一という、ζ7いある。　」，・・fし

け｛・り期循・楕緒の回浴が乏香2・訓＝工隠という｝ワ汲飛詰のろmktびつaが
｝ウ強、いという＝とそP、う。　にkごS3坪東京て噛口．期循の文うしゲ分‘離せ1＼あるS・

化けねいて13tいし、あるあ’化りIAいZほしく12いヒいう；形が層出／いる♪1守彦自i

れ5。　蔦お．これらの分th　z・　（；表厚にあ5様1て、裂：様τδヒ起わ岨る少数回鰺が芦乳

づ琳マい5、如お王蔦Vi｝りしI・　t｝“　rSう，　ri・t・。

§§2．7，　　　P也域問貝⊃較

　ここZ“1コ・・　東芹5、と♪kラ疋．ヒのレし較と、葦］）蓉1ノ・ぐタンZ＾4そっマつナぶう。

　二わ（、’おそ3し‘、に工、やや；長ラ又1てろ1〈、t、ノ万〔＼・1iい・は“カ、13“0一亡【、芒岸之ら1ミk

やや勧・傾角で“あう（図ヲ7）．　存左の自～い鰺酔う入1さ米沢kやや991・傾伺？辱あ多

q暑38・）、　1じの0・カー・｝うりA．〉い2・｛1」二代負9博お握一、づT・tさ、：米三ヌミフ・・老とく低くす」り、

む輸r砺4Cづで・t引手存しく、・わ・・伝統的おイのマ制司・’・i”・L・v’・・r）・i」・つ・わ1冷・・物

6ヒいク穿き果が3こ7いる（liヨ59）。　拳危・σてみ一多に・・東：京5ソ米、沢のろヵt、蓼証し‘・

ものにズ寸す｝関te’が少T，く、、yワ腰紐的τδ鰹じがてる．　お化けめ3っバクラスゾ

｝，っ3リ四七的・苔輿的♪伝競的このいみ化σ群ヒわけ、及年回の回心1ぐタ♪Σ
比鯵しでわT丸のが■ヨ如ノ4！，奴～』’あ5。　並代的クラ之ターZ5’熔、米側め広がソ

Cllゾ＜、し・ナ」い方k・ぐぞ碩〈．　東東tδ57号、∫3弄夫差（1ない．　ち喫的Z一（1、来

ラ又て、．っ言らTiいが㍉1ノア8日Z”、rzのしい・お・そろしし、カいノぐや低く、出2いう一，方、（、

ナ3い・ばっ’げか～いがややタタい・　こわい、あ・ちしろい，いて1テしく幽いz‘L　（；、〈

東京93＞に並1・．　二わいみ1しσZL“1酒米渓1∂一，3ら万いがケねく、いろ・，Bう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノニわい・お｛3〔い，いて侍し《t2｛・・あ・で1言tくγ」いが7yθ’z　“あり、東京のダ！

年S，∫3罪tafい形ザ出Zいる。　死域差1窩然うぺ乏その傾向0”むZいろごと‘ヨも
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§・3．　素木ト六2宗教感’虜

　　宗教と信じマ（・5｛d）　t3少r」〈、信貿し・rsいが東教的勧くを大切と思〉もza　‘9

つ・ア」・斎く．　，th老台　ib　（5と東東ぞ勿％あ卸掃と〔・う二と‘剣聖とこ5・？“、

餅宗教どト）｝リ画〃噸神白9儲の判事に艮う酵踊、といク＝とが蹄
う。　二の．教，；　lg、絞計数理研究所の日季λの団民権調査においzも、20飛下継続

しz大わ門守昆一全体z・も2／3以上，1陛・丁令、・　ty’歴ち1」のどの馬桂につ（’zる・

2／3駄上品云、可おし百丁マー様1て等比孝の亀見一とナ」・2【・多6の2＼日本人の

1っの符色ヒ，多っZ5いるのぞあう樽　 ここz・〔1：⊃の気箔ちを：秦訴ト7」京焼：越O看、

表ノ5． 〈東9．　s“1，米；又〉

問5．羅をaStるのは溺さのあらわれだとい問6．あなたは、どん雄㈱：進んでも、人閻

　　う意見がありまt。あなたはどう思いますカ㌔　　　は信抑がなければ幸想になれないと慰・ますめも

東京 米沢
L・そう思う 37．2％ 347％
2　そう思わない 5α6 46b8

aその他〔記入〕 a6 4．7

↓　わからない・無回答 ＆7 1aa
計 729人 340人

東京 米沢
1　そう思う 27．3％ 4L8％
2　そう思わない 6a1 42．6

aその他〔記入〕 L9 50
4わからない・無回答 ＆6 1α6

計 729人 340人

問7．あなたはs神や仏をそまつにするとばちが

　　あたると思いますか。

．東京 米沢 葉琢53

1．そう思う 499％ 5乳1％ ‘‘3拓

2　そう思わない 32．S 30　9 3’．∫

a　その他〔記入〕’ 7．7 5．9 よ0

4　わからない・無回答 軌9 a2 ‘．8

計 729人 340人 49，人

問8．あなたは、神社の前で心が落kv・たP・あ

　　らたまりた気持になることがありますかb

問ウ．あなたは、お寺で仏像を見たり、お経を聞

　　いたりしたとき、心が落忌いたり、あらたま

　　つた気持になることがあり，ますか。

東京 米沢 鯨53 東京 米沢 蓑鮎3

・翫　は　い 6a7僑 7L5孤 ‘23饗 1．は　い 7α2多 750多 ‘曾．覇

2　いいえ 2＆5 2瓢9 3覧3 2　いいえ 24．6 2L2 29．7

aその他〔紀入〕 28 26　’ 1．8 a　その他〔記入〕 ↓8 a8 ’．8

計 729人 340人 覗r入 計 729人 340人 4？9人

剛。．あなたは、キリスFaの教会の中で・心が

　　落着いたり、あらたまった気持になることが

　　ありますカ㌔

東京 米沢

L　は　い 2翫8％ 1L5多

z　いいえ 42．4 2a4

a　その他〔記入〕 3へ3 6＆2

計 729人 340人

問11．あなたは、何か困ったことがおこったとき、

　　「神様」とh・　f仏様」とか心の中で叫んだD、

　　お祈りをしたくなることがありますか。

問12．あなたは、仙川草木㌔山や川や、草や木な

　　ど．すべてに霊がやどっているような気持に

　　なりたことがありますカ㌔

間13．融たは溜醸などのように、使いふる

　　した躯な道具に圧するために嬉をした

　　いような気持になeたことがありますh’e

東京 米沢 動気53 東京 米沢 鯨53肇 東京 米沢 鯨53
L　は　い 6α1％ 621％ 55．『％

L　は　い 3Uチ 241多 2弘oZ 工　あ　る 3＆5％ 41．2多 3＆7％

2　いいえ 385． 34．7 42！7 2　いいえ 62．4 6＆8 725’
2　な　い 6α4 56．8 ε2．3

a　その他〔記入〕 3．2 A阜 a　その他〔記入〕 ε5 7．1 3．午
a　その他〔記入〕 α8 2．1 1．0

計 729人 340人 亭？9人 計 729人． 340人 499人 340人 4，？人計 729人

※質だ1文見5巡．一→遡
r。114．淋や醐をそまつにすると・すまないこ

　　とをしたような気がしますカ㌔

東京・ 米沢 鯨53

L　あ　る 87し5％ 8凱4弓 鰍2％

．z　な　い 軌9 1α3 9．～藍

a　その他〔記入〕 2．5 24　’ 3．亭

計 729人 340人 亨9ヤ人

・
イ
捷 周12Z“．あ丁∂Etさ丁ムやい1、

墨かやど’っでいう」と更』ワr

〔半数研窃究ワホ㌧ト42・タ7夏を

1二す5　と、あ多ケqタζ，TJ‘・40　Z，

あうグず’い分大i重くび5、　　霊とZ鬼の，毫》味す多

との？；．　t1ス乏いのZ“庄蔦を魔字と乾る，

　草や木riど“函べてK．

・文二とび’あ｛ノき・可つ、？」

　　　見ま）という簑閏

　　浸の他P．k6％Fと13リ

　　　　　　　　　　　　　　　　：
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　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　ノナ」いしほ，原姶的一業教以前ヒいうr？どの乏、9朱一1字、教感・｝看という点Zし’把え（け

たいし／5之r一・・　窟問し回答をぬ窒ぬしてみ多ピ表ノ4の揉に存リ、素軒な宗教蓬
，ト斉Z“（1極あ　～　傷うレし司直D“N止ミ　て　い　多　＝　と　ゲ’げ）0、う＊　。

　ナ∫お、ここZ・注蝕しマいに応き衣いのは、§1．Z・正ぺr一．篠厚質問文のhワ乃？’易

う．　切りロ上穆D切・ft臼答のど1ノ方d”L’Z　t・なトマ“、問3一問’9・Z”・（e、　r気
ヰ嵜　にri　る　こ　と　evsあ　3　0、」　　，　τお・ネ丘　ワ　し　r一．　く　ノ5多　二　と　が，jB　5　ク、」　　，　τ　・一　の　・S　う，　Zj：旨≠奇

にプ∫・尺ことが終うか」，「気グすうク、」という8うk日増縮的厚反応グ’下多Eう

にしてある二と2＾、こうしr－v形ぞ声」いと藻斜万気手考ちIJ訟難いど、7Sえ医nマ亀㌧あう・

例之ぱ、τ神犠の前2“・・一一・・ノ客ろっ1・R’ノし3Jo、」z“｛さ夢喫表B月の後悶で“ム・z、

論理的に，考乞ろヒ厚がが∂’回塔：d・，仁ろk教．養ぐ知識が入り二み．素朴だ配｛3つη・め
ナ｝　｛、　と＿　；ち　卜しノ　ら　壕し　る　の　　Z“　あ　　う　　。　　　　　二　の　　嵜Nキト　7谷　県彦文・自ξ）～ミ茎ぺ籍　ハ　　＝肩蚤＿望　〔3　　ど・　う　す∫　　っ　マ　　‘・　う　　カ、　・

賓問として、神orエτ朗蝋お紋・…　IVN　．困、τ此乏の神／・、噛全力り、E9・kJ

ろヒN協があ汽窮み米を知刀．a、・・痺木k皇、針秩養ハ無里諺い。τ詫J、をと
りあげ、尺タン分類の敬量化浅側，マ診良。　1三a43がそれマ＾あ多が！短旧Z・蒙符毎

県徽的」馨1陥を示す回答と，そう～・h’い二とが至要いkADグ4Kう。　灯お、キソ又ト教

釦遠眺入れて餌魁尺が一r島・㈲嘱いd一，　2r“　，F）ら同歌矯K声3猶ク渉
　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

ア｝い。　宇丁っ摂」＝ヒヴー少rs【、こと二もあう一i司揉rJ　fc夏向を，示してし＼多（1三！43の才多，～

）。　尺配、図43　tJキリスト教会の甲骨を抜いr〈計簗で・あ5。　キリ又ト教会G、

それも入れて計算し尺ど！の疸を朗k、同じグラフK目盛．r＝k畳ぞη〔・・　Z根

日tg、お米、ム）ll草ネ，供養め」うに、ぐやアニミズ乙、的τ∫感覚のtのが下ろ1文来

ているめがわゲう．　　＜東京5つ＞Z“e、同風r∫　fc夏向：グ土kて」6一り、　iを定．しrこ〒形と言え

ろ（図44）。　米天ピの回国ね図4列又示訪が、　1根日ZMさ塗く周様、2擢珍Z”お米

郁寂、・〈7　（eワアニミズ乙・的r3豊国のe　O」が千ゐkあ多二と｛痢伽・。い判吠

せ」、神社・おる・・お米一ベサ・困，在躊のお填りが上方にあ各こと13、常にどこ
で・も1断じ一Z“ある、gr，、　t　J金2定二しk婆τある。

　こma勲等、1根日Z“I」。aりCf．肯定、む足グぬてト5のZ＼一ズ元スケール
も作多ヒ可献ぽその肯定の回，答を加算逢うのが増置しい二と0・’わ刀’う。　つ3り・

IM笈のものグ’lo之，う脈多こヒに、β多力、ら，　z“あろ．　　7問あiうので一、　oケら7i？一の

スLT一）しグ与1，られ5が、標野“少r2・〈ノノb　di・zし’（o，！／，（2，3），（4，の，cg，　7

♪と4っkコードをまとめ・・全体の分布をとつ尺の∂’“図46～“あう。　　東京2“儲活〕与

ヒ孫朴†黒塗的怒’ト勧勧・†s傾角グーおaり跡芝の・てv5と思われる．特k

（9，7）け沖賦驚く程の慰取・あ・，、（4、幻とz6彬ナ託ので・あ多。（
0，ノ♪ぞあってtコじめ2その庭楯0　vs≦ノしいという二とりい訟来、∫う。　　（2、3）と1＼

うηザ程2の県教鰹南ということが出来｝う．　二八をiらk詳しく、桂ぺ算令別
分布芝ヒ）氏のが．liヨ47．4？であろ。

＊53昇5コ口妻事圏調査マ“アあr」・氏‘2日のUt　v日ヲ隻、蒜、静力’御、のep　’z“あら

　　τ二才っk気指ち1宝t：∫っrこウすろことがあり渉す〃、」　という質メ昇があろか＼　i］Sる

　59％s　Ti‘・ラ9％，老の他・ρκt2・％というのがある。　Tas　5」グ予想ijt）くσ

　　〔・が．似在傾向5テ、しマいう．
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原始的京数、感憤
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　ここト丸、孝文義．に左石2dy毎吐・“蒸孝ト13”ということのう累い乏ナ姦があろ。　　たr－UN、

Sln、S3　＃ともua才妬僻のと；うZ“くび謙氏傾向がみう暢が、二9・t・（」U代どい

う問題ゲ’4・才vs42ヒ・ウ厨こび現史白銘吻鵬のk州㍉忙の余裾がη・・kめ
かIJこのま手Z“C；確り、め巧フ・払アiいが’ラ多．日してよいどこ3し1還う。

　これ励ゲラフzo5と、4・」・人Lリスケーノしz・　lg最小。％をi－A，最低2も3・・）

40％程度というの2“ある．　全般的にヲ0代L6なれ1ゴ，SO％を越えるの～“あり、泉
教穗・ト青tlF　tS．舟芝白りに．3童し、ど見ら・れ．る。　　（6，7クという3乾烈t56のZ－6・ク・tsりあっ．

ケ跡臥上冷ヒ蝋前後しいう大芝Z」但跡して・・う　at・z“あう。

　二PtZ裏η・回しz．全くそ縫示ユぬと・・う右へっ3v、又ケー1し働の撹佃

乞択の5う．　二ねさab　y’，夕Zに示レてあう．　0σ塗葎で・σ3％あ3りしη・な

い・　男にタタく、老い方‘くややSpい傾向グあ5。　学，歴差13はっ｛りしZS　t・が、夫

4k叉すしも99くriく、むし3中tn　k　7g　S灯のが注日されうのZ“あう。
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　コ、の（L・？・rてく多と一・わゆダ専聚ヅのこmごろの笈興乞支え雍盟力協る

と鬼うし、初詣Z・のk出や霞うしr＼＝とへの卿）いハ基盤がムると毘う。　⇒
しr・行為嫉厳勲走味の県教裁z・儲」＜、葺砒しz　・r＞．秣覆れ亡ての行
為で’あっkどし2も、惹料τ」東教的感楕に衷4丁らづれてい多二どゲ面幻いのぞある。

前の§2．z瑚み化uへ」）　i・1）　・）ワ・り’わソ今い5琳．　・こz・‘」麟鰯∫？、石

い＃E層に強い関1心があ。氏。納131徴的終磧〔」商蝦層1・8ソ発（・e　・・ゲあ

う．、角む相含の賜と、th，低験ノ脅t｛に、・うしrJ非含裡・c」昂へう
emへの関iじグ高いことグ理角層回しるのZ“あう、　フ到、臥急年令層ども相反
すう面Z＼そ八それり1丁丁r」かへの∂一グわ・ノヴあうわけZ＼含埋墜一6Z・矧’肪

れめ・日’奉丸のlxi：の相ゲ出マいδ亡のと，ちえられる。

g＃． 索教的τ蜥い

　今蘭引間2khらD・7e・・i，激自励剤・に鶴る働筋打の。　熱勧揮塔目
末尾湧純駐俵Z囎う刀・Z・h3D’，こ・Z・　t紬ア覇〔・吻一r訪乃（・・とがわか
る　・　　　　〈東亨、夕’〉とく米．ヲ天：〉　と　ll　房］じ’r簑戸田～s・あ　る　か’、　＜柴＝．9、ケ3　＞　l　tt　－　9　嵐ア」日ガーe．っ

ていう。
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　回零の関翻・簑”う左め一ぐ
タン分類の数量免を行フ？楠亀

を1｝｝；う（図」「3，夕q）．　東テ戸＿、

米沢は欠局台うに倒梯乙恥あ30“’、

墓参、お”くじ・占〔・の伍置が

・シ、し可L噛れている。　　1ネ艮目1更の

ろがまじあ得行い、正砺ろが’現
モ堂：孝1｝益白｛）アU一こと．力帆辻、てし、る。

2根目z∵お・動めど髪秀ゲわe’

淑多グ’、こ1しゲ’米、り（と彙斧、7’〔」

塁・て1・う。　雫京ハ票易t；　15

1帰郡ハ恵峠もあ？、来∫疋と固一

に考えうことの出来ア」い内容を

‡寿・ヱい5しいうことが広来8
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駕しσの飾純隙乏鋭～・亘・1の彬が硯崩＼ている。　1，・化け｛・ついでklが合理
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　二碁浮？＼いういう．イ分勅をカロえ？｛8が、θ1奉えは全般的に？†でカ・r5　i）りF今1三六
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という風に伽貿行く，．○印はど1か2“ヲ陰裡し馴うQtるもat　k加わ・マいる＝
しを意ンロ未している。　冴）5工覆自2”の06ア〃）畜Aは、　それ固辞のわのと当然、隻複して
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，零ちzいるノ）ザ皇い2“ある。
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t〈　20　．

計 男　女
　　　　　　　　　　　　　　　o
@　　　　　　　男　　　i　　　玄

QD～　ヲ0～　40～　ケタ～120～　30へ　り・㌧　夕∫～
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がある。　傾向（E［タタ少見妾けられ老うZ“あろが・葺笈によゾ皆’定一q■か‘ねく・篇に、

ど二CPv　／g　kタク徽1蜀るヒいうニヒ隠丁｝い。　男1（’差めある二とTごけ｛さ碓：つ・T｝二とZ’』あ

be

　以上on　Zく脚気堅人1珍理准一本で刻　τ励駐1柊を示してあ・らむ傷野ま
を不すものt1；；極ah～少数菟昆㍗あうと1・ク、セ、11｝絶叫？・ある。　二の台1望的プ5尺’」男

にや・くつタグいほカ、．特〔KどこKYg｛、ヒいう肩色に；見，虫d工』す“、塞》、層｛二1乎ら言η、断てあ・り・

t・の層にも’llうしk人がいる、とし・う＝と2・あ5。　＝うしヒ（・：の中鯛F合理柱へ

のかゲわり合いとい．k蔦は、タテマ工中IN：の調査Z・口朗らかに出釆プ『ウ’・左とこ

5Z＼近代的た・会、料汐の支酌乙ずるとミうが7Pい紅会にEk．マ差日本人ハ行動も叶

う上Z“　．そハ甚底として黒碗レ7ηらtS・t・所で覧物ろ。　もう一庚繰り返してあ・＜と

こ淑〔3、科・宴丈朗・文化や表口’うお5合1哩桟を否定すう毛のとt；；疹丸厚い。　フェ

ーズ環，r・問纈て・b5．1雪中＾二うし尺沸び．馬蝉裡枇，罫引と頭ハ中2・’こ

どのkf9く即事劫τ愚論的τ3加ヒ瀕碑徽え励何里書命耀舐幽欄
及至｛1抑i］含い付σグ社乞・人間現象．喋…’形序っマいうので“あワ、一筋条も乙’（び告力’ぬ

あやグ見うaN　5　za～’あ5．　しか沽、二n・tN：の、9の勧0＼頭の中町里論的15毛の

やそ叶潤めぐ旬賑的r」、あるト｛霊ソフ防もの骸形さ駅行くのk、無尽識の

　　　　　　　　　　　　　　　　　gg
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うちtづ動勧Ek・もの？“　hZ・と規動～あ・く・と1以紡＝とどあ多。

B7
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　　　　　　　　　　イ寸表

一日本の習慣・行事に関する調査一一

第　1　回 第　2　回 第　3　回

調　査　地　域 東京都23区 米沢市とその周辺 東京都23区
（注）

調　査　時　期 51年4月 52年3月 53年3月

調　査　相　手 20才以上男女 20才以上男女 20才以上男女

調査相手数 900人 400人 6i6人
（層化履捜脚 〔層イレ璽鷺） （層化二投盤蓼）

有効調査相手数 729人 340人 碧マ人

有　　効　　率 81．0％ 85．0％ 81．0％

（注）米沢市、長井市、南陽市、

　東置賜郡高畠町、川西町
　西置賜郡小国町、飯豊町、

　白鷹町



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一m－t　74　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（問の前の※印は、質問にあ盤eて調査相手にリストを示したもの）

問1．宗教についておききしたいのですが、たとえば、あなたは、何か信仰とか信心とかを持っていま

　　すか。

1．もっている、信じている 東京 221％ 2，もっていない、信じていな 東京 7z9％
米沢 3α0 米沢 70．0

短翫3 20．6

　ない、関心がない、

ｵ

白丁 79，亨

Ψ
－

問1－1　宗派名や、何を信じているか、詳し

　　　　く教えてください。

東京 米沢 棘53
1，仏　　　教 9．6％ 1軌4％ 蘇2κ

2　キリスト教 α8 0．3 1．z

a　神　　、道 0．5 α6 0．2，

4．創価学会 5．3 1．5 6．2

5　その他の新興宗教 a3 5．6 ！．6

6　原始的宗教 1．2 0
『

乳　複数宗教 一
1．2 0．8

8．そ　の　他 1．4 1．2 ’4

計 729人 340人 499人

問1－1’　それではいままでの宗教にはかかわ

　　　　りなく、「宗載的な心」というものを、

　　　大切だと思いますか、それとも大切だと

　　　は思いませんか。

東京 米沢 棘53
L　大切 48．4％ 47．9％ 婦’z

2　大切でない 12．0 7L9 ノ4ぷ

a　その他〔記入〕 a2 44 8．0

4．わからない・無回答 14．4 9．7 10．9

計 729人 340人 婿9人

※問2．宗教とか信仰に関係すると思われることがらで、　なたが”fi’Dている　のがありますか。ありま

　　　したら、リスト2の中からいくつでもあげてください。表には少したくさんのことが書いてありま

　　　すil：、順番にみていっていくつでも答えてください。〔いくつでも〕

東京 米沢 鯨ケ3

ア．ふだんから礼拝、お勤め、修行、布教など宗教的な行ないをしている 154％ 20．9％ ’4．0箔

イ．おりにふれ、お祈りやお勤めをしている 20．3 26．5 30．1

ウ・年に1・、3回醸は墓参りをして・’る咳蜘＞Z・岬・舶び 65．0 85．3 72．9

エ．聖書、経典など宗教関係の本をおりにふれ読んでいる 14．0 10．3 ‘G．2

オ．この1、2年の間に、身の安全や商売繁盛、入試合格などを、哲塾しに行っ

@　たことがある

36．4 39．1 4〃

カ．お守りやおふだなど、魔除けや縁起ものを自分の身のまわりにおいている 4α2 5α3 一
キ．この1、2年の間に、おみくじを引いたり、易や占いをしてもらったことが

@　ある

24．4 19．7 21．3

ク．その他〔記入〕 1．5 z1 一
ケ．宗教とか信仰とかに関係していると思われることがらは、何も行なっていな

@　い

13．6 5．6
一

初詣に行くか．または．きまった日k：、神社やお寺にお参りに行く
一 一

6μ．7

　　　　　　　　　　．�ﾊ安全、身代り、厄除け、開運・商売繁盛、学業成就・入試合格、安産
ﾈどのお守りやおふだなどをもっている 一 一

ぎ9．1

魔除けや縁起ものを．自分の身のまわりにおいている
一 一

27．7

計 729人 340人 49？人
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談問5．次のようなもののうち、あなhS，．信じているものがあウますか。ありましたらリスト5の中から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いくつでも選んでください。順にみていっていくつでもあげてください。〔いくつでも〕

凍剥米沢’
P 鯨53

ア．神

i
3
2
1
％
鴻
6
％
i i

2ε3男

イ．仏 4α916a2 335
ウ．霊魂の存在　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　融 16．2 17．6 204

工．聖書や経典などの教え　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
iIL5

11．5

一
，オ．あの世、死後の世界 i＆8 ＆5 10．2

カ．来　　世 8．9 6．2 8．6

キ．奇　蹟、（宗教でい二二ゾ 17．3 12．4 〃．0

　　　　　　　　　　　　　　冒N．お守りやおふだなどの力 13．7 24．1 1／7．6

ケ．易や占い手相さ 7．4 11．8　　　1
1　ノ阜．8

コ．天国一地獄一極楽 8．2 8．2 q．z

サ．その他〔記入〕 1．6 0．3 ／．0

シ．宗教とか信仰とかに関係していると思われることがらは、何も信じていない 33．2 17．6 2竃7

虫のしらせ（「親しい人が死ぬ前に虫のしらせがあった」など）
『 一

ヨ脇7

賛く棘53＞で加肱　　　　　　　　　　計 729人134・人 499人

張問4．ところで、あなたは、お守りなどをもっていますか。yスト4のなかに、おもちのものがありま

　　　したらいくつでもあげてください。〔いくつでも〕

東京 米沢

ア．交通安全 37．2％ 647％

イ．身代　り ＆5 12．9

ウ．厄除　け 24．7 1＆5

エザ開運・商売繁盛 18．5 19．4

オ．学業成就・入試合格 51 44

カ．安　　　産 ao 4．1

キ．その他〔記入〕 a3 a5

ク．なにももっていない 40．3 27．4

計 729人 340人

問5．紘を信じるのは溺さのあらわれだとv・間6．あな燃どんな‘、科学が進んでも、人間

　　う意見がありま’3r。あなたはどう思いますか。　　　は信仰がなければ幸せになれないと思いますカも

東京 米沢
濫　そう思う 37．2％ 347％
2　そう思わない 50．6 46．8

a　その他〔記入〕 a6 4．7

4．わからない・無回答 8．7 13．8

計 729人 340人

東京 米沢
L　そう思う 27．3栃 41．8％

a　そう思わない 62．1 42．6

a　その他〔記入〕 1．9 5．0

生　わからない・無回答 ＆6 10．6

計 729人 340人
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問7．あなたは、神や仏をそまつにするとばちが

　　あたると思いますか。

東京 米沢 東京53

1．そう思う 49」9％ 57．1％ 063％

2　そう思わない 32．5 30．9 3／5

3．その他〔記入〕 7．7 5．9 よ。

↓わからない・無回答 9．9 6．2 8．8

計 729人 340人 49ヲ人

間8，あなたは、神社の前で心が落着いたり、あ

　　らたまった気持になることがありますか。

東京 米沢 鯨53
乱　は　い 68．7％ 7L5％ ‘2塊％

2　いいえ 28．5 25．9 353

aその他〔記入〕 28 a6 L8

計 729人 340人 鉢9曾人

問ウ．あなたは、お寺で仏像を見たり、お経を聞

　　いたりしたとき、心が落着いたり、あらたま

　　つた気持になることがあウ．ますか。

：東京 米沢 韓53
1。は　い 70．2％ 75．0％ 68．5％

2　いいえ 24．6 2L2 2像．7

3．その他〔記入〕 4．8 3．8 ’．8

計 729人 340人 4？9人

問10．あなたは、キリスト教の教会の中で、心が

　　落着いたり、あらたまった気持になることが

　　ありますか。

東京 米沢

1．は　い 2L8％ 11．5％

2，いいえ 42．4 224

aその他〔記入〕 34．3 66．2

計 729人 340人

自行．あなたは、何か困ったことがおこったとき、

　　「神様」とか「仏様」とか心の中で叫んだり、

　　お祈りをしたくなることがありますか。

7東京 米沢 棘53
1．は　い 601％ 621％ ss．『％

a　いいえ 385 347 427

a　その他〔記入〕 1．4 3．2 ！〃

計 729人 340人 1調9人

早旦．あなたは愚鰻などのように、使いふる

　　　　　　　　　　　　　　　　　くよう
　　した身近な道具に感謝するために供養をした

　　いような気持になったことがありますカ㌔

東京 米沢 鯨s3
1．あ　る 38．5％ 41．2％ 3‘．7％

2．な　い 60．4 56．8 82．3

a　その他〔記入〕 0．8 a1 1．0

計 729人 340人 岬？人

問t2．あなたは、・山川草木、山や川や、草や木な

　　ど、すべてに霊がやどっているような気持に

　　なったことがありますか。

東京 米沢 豪爺5ぎ舜

1．は　い 3L1％ 24．1％ 2仏oZ

2．いいえ 62．4 68．8 725’

a　その他〔記入〕 翫5 7．1 3メ←

計 729人 340人 499人

・暫贋間文見3．塾亀一

ｨ一問14．お米や餐湯『をそまつにすると、すまないこ

　　とをしたような気がしますか。

東京 米沢 東京53

L　あ　る 87．5％ 8犠4％ 97、2γ

a　な　い 9．9 1α3 9・伊

a　その他〔記入〕 2．5 24 3．4・

計 729人 340人 撃99人
一
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娯問15．リスト15にあげてあることで、あなたが

　　　行なっていることがありましたらいくつでも

　　　あげてください。〔いくつでも〕

※問16．リスト16にあげてあることで、お宅で

　　　行なっていることがありましたらいくつで

　　　もあげてください。〔いくつでも〕

1

東京 米沢 　　「結桙P米沢

ア．初詣に行く
6乞ノ 　　％73．2

ア．門松をたてる
　　％
T1．2

　％65．9

イ．きまった日に神社やお寺にお参

@りに行く。

27．0 36．2 イ．豆まきをする 66．9 63．8

ウ．しょうぶ湯に入る 30．7 44．4

ウ．イースターや感謝祭を祝う 1．8 21 エ．年越しそばをたべる 74．3 56．2

エ．その他〔記入〕 25 0．9 ゑ神棚をまつっている 33．5 84．4

オ．なにもおこっていない 20．6 17．9 ヵ．仏壇をまつっている 51．7 85．9

計
　大729 　大340

キ．その他〔記入〕 1．5 41

ク．なにもおこなっていない 丘5 a6

ケ．わからない・無回答 α0 α0

計 　人V29 　人R40

娠問t7．あなたは、つぎのような話をきいて、そういうことはほんとうにあることだと思いますか、そん

　　　なことはないと思いますか。リスト17にあげてあるどれですか。

F

A　まず「親しい人が死

ﾊ前に虫の知らせがあっ

ｽ」ということは一

B　つぎは「ミコを通

ｶて死んだ人の霊魂と

bをした」ということは一

C　つぎは「ヒトダマ

�ﾝた」ということは

東京 米沢 東京 米沢 東京 i米沢

1・ぜったいにない 58％ 5．3％ 2a1％ 126％ 1＆2％ 16．2％

2，なさそうだ 16．2 10．0 33．9 27．9 ，23．0 25．9

a　どちらともいえない 22．6 1a8 26．7 2a5 19．8 17ユ

4．ありそうだ 4L4 54．7 11．5 25．6 24．7 27．4

5．たしかにある 13．9 15．6 1．4 7」9
13．7 11．2

無　回　答 0．1 α6 α4 24 α5 2．4

計
　　人729 　　人340 　　人729 　　人340 　　人

V29
　　人
R40
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X問18．運勢判断にはいろいろなものがありますが、リスト18の中にあたりそうなものがありますか。

　　ありましたらいくつでもあげてください。10個ありますが順番にみていただいていくつでもあげ

　　てくだきい。

東京 米沢

ア．手　　　相 3＆7％ 39．4％

イ．八　　　卦 47 Z1

ウ．易　　　断 126 1α3

エ．トランプ占い 2．7 ag

オ．姓名判断 17．8 15．9

カ．星　占い 乳8 5．0

キ．コソピ昌一ター占い 55 ＆2

ク．霊感による判断 乳5 14．4

ケ．おみくじ 5．5 8．5

コ．夢　占い ＆6 ＆5

サ．あたワそうなものはない 44．7 36．5

計 729人 340人
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〈東　京〉

問19’　次にリスト19’をお渡ししますので、よくごらんになってください。〔相手が読む間、少し悶

　　　をおく〕　これからいろいろおたずねしますが、よろしくお願いします。

A．このうち

@で、あると
vうもの、

@いると思う

@ものを、い

@くつでもけ

@つこうです

ｩらあげて
@ください。

B．では、

氓ﾌうちで、

@あってほし

｢もの、い
ﾄほしいも

ﾌを、いく

ﾂでもけっ
@こうですか
@らあげてく

@ださい。

@前にあげ
ｽものと重

ﾈってもか
@まいません。

C．では、

ｽのしいも

ﾌ、おもし
?｢ものは
@あウますか。

@それはどれ
@どれですか。

｢くつでも

@けっこうで
ｷからあげ
ﾄください。

Oにあげた

@ものと重な

@ってもかま

@いませんっ

D．最後に、
Pこわいもの、1おもしろい｝ものはあり

@ますか。

@　それはど
@れどれです
@カ㌔

@　前にあげ
@たものと重
@なってもか
@まいません。

ア．雪　　　　男
　　％15．0 　　％1a4 　　％21．8

　
％
6
．
5

イ．ネ　ッ　シ　一 14．2 1＆5 27．0 5．7

ウ．空飛ぷ円盤・宇宙人 24．0 2α2 36．5 乳6

エ．幽霊・亡霊 21．0 3．5 3．0 4α9

オ．カ　　ッ　　パ 1．9 12．5 35．4 57

カ．妖　　　　怪 0．5 a3 7．4 24．8

キ・超能力・念力 33．5 24．0 21．5 5．7

ク．人のたたり 24．3 1．6 1．9 45．8

ケ．人をのろい殺すなどの怨霊 7．9 1．4 1．6 57．8

コ．過去や未来へ行けるタイムマシン 27 32．7 36．5 4．4

サ．龍 1．4 a7 8．7 12．5

シ．鬼 1．1 a3 10．1 1＆3

（計　367人）

（注）第1回調査において調査相手を2組に分け、第1組に問19を、第2組に問19’をたずねた。
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　　〈東　京〉

※問19．　リスト19をお渡ししますが、ここにあげてある言葉をよくごらんになってください。〔相手

　　　が読んでいる間、少し間をおく〕

　　　　これから一つ一つおたずねしますが、このリストのなかから、あなたの気持にもっともピッタ

　　　　りするものを一つだけあげてください。

　　　　まず「雪男」についてはどうですか。〔回答をとる、◎をつける〕ほかにピッタりするものが

　　　ありますか。〔あるという人に〕それはどれですか。〔回答をとる、0をつける〕

　　　　では「ネッシー」についてはどうですか。あなたの気持にピッタりするものを一つだけあげて

　　　ください。〔回答をとる、◎をつける〕ほかにピPtタりするものがありますか。〔あるという人

　　　に〕それはどれですか。〔回答をとる、0をつける〕〔以下同様にきいていくこと〕
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　　　〈米沢〉

巌問19。リスト19をお渡ししますがここにあげてある言葉をよくごらんになってください。〔相手が読

　　　んでいる間v少し間をおく〕

　　　　これか・ら一つ一つおたずねしますが、このリストのなかから、あなたの気持にもっともピ。タリ

　　　するものを一つだけあげてください。

　　　　まず「雪男」についてはどうですか。〔回答をとる、Oをつける〕

　　　　では「ネッシー」についてはどうですか。あなたの気持にビ．タりするものを一つだけあげてく

　　　ださい。〔回答をとる、Oをつける〕
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＜鯨S3＞
※問19．リスト19をお渡ししますがここにあげてある言葉をよくごらんになってください。〔相手が読

　　んでいる間、少し間をおく）

　　　　これから一つ一つおたずねしますが、このリストのなかから、あなたの気持にもっともピッタリ

　　するものを一つだけあげてください。

　　　まず「雪男」についてはどうでナカ㌔〔回答をとる、Oをつける〕

　　　では「ネ，シー」についてはどうですか。あなたの気持にピ．タりするものを一・一一つだけあげてく

　　ださい。〔回答をとる、Oをつける〕

●

1

無
　
　
記
　
　
入

鎚

騨

弼

鋤

％

謡

μ

22

卵

78

評

謁

I
l
　
　
一
　
一
　
　
量
　
　
，
　
一
　
l
　
l
　
　
－
1
　
一
　
一
　
一
！
　
一
　
　
一一　
　
　
　
　
　
　
一

f
　
　
　
」

1
　
　
　
　
一

1
　
　
　
　
　
　
　
一

1
　
　
　
　
一

l
　
　
　
　
　
i

｝
　
　
　
「

，
　
　
　
　
1

8
　
　
　
　
0

l
　
　
　
f
　
　
I
　
　
　
－
　
　
　
1

当
て
は
ま
る
言
葉
は
な
い

届

26

鍵

μ

昭

熔

β

鳩

熔

届

〃

肩

l
i
曹
5
－
1
　
－
1
－
　
1
　
一
　
一
l
I
　
l
　
l
‘
　
一
　
　
一

l
　
　
　
　
　
l

7
　
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
1

一
　
　
　
　
一

1
　
　
　
　
一

1
　
　
　
　
‘

一
　
　
　
　
　
3

1
　
　
　
　
6

一
　
　
　
‘
　
　
，
　
　
1
　
　
ー

ク
、
こ
わ
く
な
い
“
お
そ
ろ
し
く
な
い

部

擦

招

銘

加

⑳

郎

器

薦

醇

銘

詔

一
　
－
　
一
　
　
一
　
1
　
－
　
l
　
I
　
　
，
　
l
　
　
l
　
一
　
一
　
I
　
I
　
一
「
l
　
　
l

l
　
　
　
　
　
I

8
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
1

一
　
　
1
　
　
－
　
　
1
　
　
－
　
　
l
　
　
l
　
　
一
　
一
　
　
一
　
一
　
　
且

1
　
　
　
躍

キ
、
い
な
い
・
な
い
・
ば
か
ば
か
し
い
1
　
豊
　
一
　
一
　
　
一
　
　
l
　
l
　
一
　
一
　
　
一
1
　
1
　
一
　
一
　
　
一
1

鮒
－
　
　
　
　
一

m
f
　
　
　
　
　
　
一

躍
一
　
　
　
　
　
　
［

”
4

”
4

　
　
”
　
　
ノ
’
　
　
　
　
一
　
　
　
一
　
　
　
　
一
　
　
　
　
’
　
　
　
　
一
　
　
　
一

％
2

〃
3
一
　
　
　
　
一

雄
2
－
　
　
　
　
1

3
彰
　
　
　
　
　
一

翻
4
1
　
　
　
　
1

カ
、
た
の
し
い
・
お
も
し
ろ
い
一
　
－
　
1
　
　
一
　
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
l
　
I
　
　
I
　
　
l
　
　
I
　
　
l
　
　
－
　
　
1
　
　
　
一邸
僻
量
　
　
　
　
一

昭
f
　
　
　
　
一

％
1
　
　
　
　
一

錦
2
一
　
　
　
　
一
　
　
　
1
　
　
　
　
一

μ
稲
ノ
篭
　
　
　
　
8
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
’

鳩

之
曜
協
ー
ノ
却
1
　
　
　
ー

オ
、
い
て
ほ
し
く
な
い
・
あ
っ
て
ほ
し
く
な
い

砕

％

姻
皿
’

弼
郷
’

灘
”
！

η
3

％

帥

76

1
　
l
一
　
一
　
量
　
一
　
1
一
　
ー
ー
　
1
一
　
　
一
　
書
　
l
　
1
　
6
i
　
　
一

I
　
　
　
　
　
l

一
　
　
　
f

一
　
　
　
　
　
　
一

－
　
　
　
　
　
一

1
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
1

‘
　
　
　
　
一

‘
　
　
　
　
一

1
　
　
　
　
5

1
　
　
　
一
　
　
鼻
　
　
一
　
　
ー

エ
、
こ
わ
い
・
お
そ
ろ
し
い
1
1
i
－
　
i
i
一
　
一
l
l
　
I
I
　
I
ー
ー
　
1
　
－
　
－
　
　
l
　
l
　
　
l
　
一
　
一

卿

知

艸
減
ノ

謡
一
　
　
　
　
一

肋
i
　
　
　
　
l

”

　
％
　
2
1
　
　
　
一
　
　
　
，
　
　
　
l
　
　
　
l
　
　
1
　
　
9

幻
2

薦
I
　
　
　
　
l

喝
！
一
　
　
　
　
1
　
　
　
曹
　
　
　
l
　
　
　
l

砕
！

ウ
、
い
る
・
あ
る

鄭

槻
2
1
2

ぷ
房

搬

鱒

7
7
2

雌
2

73

駕

ρ

謁

一
　
　
l
　
　
l
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
1
　
　
－
　
　
l
　
　
l
　
　
l
　
　
ー
ー
　
　
一
1

一
　
1
曜
　
　
’
　
　
1
　
　
9
　
　
1
　
　
一
　
　
　
一
　
　
1
　
　
一
　
　
一
　
I
　
　
　
I一
　
　
　
　
　
1

1
　
　
　
　
　
　
一

－
　
　
　
　
f

5

－
　
　
　
　
　
　
i
　
　
　
　
　
　
　
l

1
　
　
　
　
　
0

イ
、
い
て
ほ
し
い
・
あ
っ
て
ほ
し
い
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
l
　
l
　
一
　
一
　
一
　
1
　
　
1
　
1
　
i
　
一
P
’
o
　
　
　
l
　
　
書
　
　
　
i

7
8
ノ

皿
ノ
「
　
　
　
　
　
一

垢
一
　
　
　
　
「

鯉
一
　
　
　
　
一

耀
1

朗

　
峨
1
　
　
　
一
　
　
　
　
一
　
　
　
一
　
　
　
1

規
屑
一
　
　
　
　
1

四
一
　
　
　
　
　
一

加
l
　
　
　
　
l

ア
、
つ
ま
ら
な
い

る
1
3

鯉

知

麗

％

牌

㈹

“

46

編

卿
婦
ノ

男
雪

飾
霊
働
亡
●
伽
霊
助
幽

バ
ツ
カ

窟
娯

力
慮
労
犠

り
た
た
の
人

，
総
の
ど
な
す
椴
捌
の
を
人

，
％
龍

旅
鬼

ん

凡

“

臥

監

R
α

且

L
凱

臨

L
（計4ge人♪
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※問20．次に昔からのしきたりについておうかがいします。〔リスト20A～20：Fをつかう〕

　　　　　みやユい
A．まず、お宮参りについては〔リスト20Aを

みせる〕このようなことが昔からのしきたり

や習慣とされているのをご存知ですか。〔知

　っているという人に〕この中で昔からのしき

　たりや習慣とされているのはどれだと思いま

すか。

東京

誕生後15日目 a8％知
っ
て
い
る

〃　30日目前後 59．8
⊥
エ
■
4

〃　3ヵ月前後 ＆2

わからない・無回答 16．6

5知　ら　な　い 11．5

計 729人
　ゆいのう

C．結納については〔リスト20Cをみせる〕こ

　のようなことが昔からのしきたりや習慣とさ

れているのをご存知ですか。〔知っていると

いう人に〕この中で昔からのしきたりや習慣

　とされているのはどれだと思いますか。

東京

午　前　中 669％⊥
■

知
っ
て
い
る

昼過ぎに 5．5

三
4

夜 0．4

わからない・無回答 10．4

5知　ら　な　い 16．7

計 729人

E．告別式の通知と結婚式の招待がかさなった

　ら〔リスト20Eをみせる〕このようなことが昔

　からのしきたりや習慣とされていることをご

存知ですかb〔知っているという人に〕この

中で昔からのしきたりや習慣とざれているの

はどれだと思いますか。

東京
結婚式の方に出席する 1L7％⊥

主
三
4

知
っ
て
い
る

告別式の方に出席する 35．0

どちらに出てもよい 12．2

わからない・無回答 12．2

5知　ら　な　い 28．9

計 729人

B．つぎに、誕生後の命名については〔リスト20

　Bをみせる〕このようなことが昔からのしきた

　りや習慣とされているのをご存知ですか。〔知

　っているという人に〕この中で昔からのしきた

　りや習慣とされているのはどれだと思いますか。

東京
1 生まれたその日のうち 1．4％

2

知
っ
て
い
る

3～5日以内 5．2

丁
τ
7日目 75．0

わからない・無回答 7．7

5知　ら　な　い 10．7

計 729人
　　よめい

D．嫁入り荷物については〔リスト20Dをみせる〕

　このようなことが昔からのしきたりや習慣とさ

れているのをご存知ですか。〔知っているとい

　う人に〕この中で昔からのしきたりや習慣とさ

れているのはどれだと思いますか。

東京

⊥ 花婿が家に運びこむ 44％璽知

ｼ
い
る

花婿は手をつけてはいけない 24．0三
3 かならず2人で一緒に運びこむ 7．0

τ わからない・無回答 2＆5

5知　ら　な　い 36．1

計 729人

F．線香に火をつけたときの線香のほのおを消す

　ときには〔リスト20Fをみせる〕このようなこと

が昔からのしきたりや習慣とされているのをご

存知ですか。〔知っているという人に〕この中

で昔からのしきたりや習慣とされているのはど

れだと思いますか。

東京
ロで吹いて消す 0．5％⊥

■
三
4

知
っ
て
い
る

手であおいで消す 66．8

線香をふって消す 24．1

わからない・無回答 a4

5知　ら　な　い 4．5

計 729人
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転21．あなrdt’ふitlN，これから読みあげるようなことがらが気になりますか・それとも気になりま

　　　せんか．順紳協興すので・リスト21の勅らssgえください・

　　　　〔矧に獄ができな1、・｝病院に・号室がないといわれたら・もし出来たとしたら・あったとし

　　　たらと思。て答えさせる。

　　一Aたいへん1、　　気になる すこし2　　気になる
r

東京 米沢 　　一
P重粂よ3 東京 米沢 東ゑお『

　　　　　　　　．　　　　　一rA．仏滅の日に結婚式をあげる 25．7％　　「m359％ 　2＆7％ 444 　　一SL8％ 　　－窒R瓢
　ともぴ匙

a．友引の日に葬式をする 4ag i526 臨？ 357 3a2
一37夕

　　　ほうが《
b．悪い方角に移転する， 273 482

　　一　　　　　　　　一

R3．？ 35．9 29．4

〒3駅ダ

　　　　　　　　じかく　カず
c．命名するときの字画の数

　　一　　　　　　一

P25 11．5 ’72 2＆1 28．2 373
　さん参んぼ9

d．三隣亡の日に家を建てる 22．2
匹38．2

之9．3 35．7 32．6 3岬

F．いやな夢をみる 1〔嵐7

卜
2
＆
8
1

’＆、る 45．5 47．6 ε’．ノ

G．3人で写真をとる時まんなかにλる 10．0 1α9 ス8 21．9 24．1
一ノ92

H．病院で4号室に入れられる 27．7
塗46．8

2η 36．6 27．4 3，．3

1．北に頭をむけて寝る 20．4 2＆8 ノ9．3 29．6 25．9 35・7

　　　　　　　　一AJ・鎌ら帰った時に塩をまくことを 24．7 235 2ス3 3a1 27．4 3臥3
一 一

　ぜんぜん気a　にならない

無回答
1

東京 米沢 鯨よ3 東京 米沢 晶晶
　　　　　　　　一@ぶ9めつ　　　　　　　　　　　一
`．’仏滅の日に結婚式をあげる

　　一Q98％ 22．1％ z6、？％ α0％ α3％ α名露

　ともびき　　　　　　　　　　　一

a．友引の日に葬式をする 21．1 1a5 ’‘3 α3 α6 aδ

　　　ほうが《　　一　　一　　　　　　I
b．悪い方角に移転する 36．5 21．8 50．！ α3 α6

　一

　　　　　　　　『じ幽く　珂
c．命名するときの字画の数　　　　　1 59．0 5＆8

4
♪
、
3
1

0．4 L5
　　一

ｿ～，

　　さんウん殴う　　　　　一

d．三隣亡の日に家を建てる 4L1 24．4 335 α7 47 孟～｛

F．いやな夢をみる 37．4 21．8 30．∫隔 α3 1．8
ρや

G．3人で写真をとる時まんなかに入る 6？．6 64．4 ♂＆9 α4 0．6
ρ0

H．病院で4与室に入れられる　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
35．1

P

24．1 ヲ6．’ α5 1．8 ム。　I
1

1．北に頭をむけて寝る 495 47．7 紳．よ α4 α6 v。

J・慧魏ら帰っ崩に塩をまくことを．
41．0 48．2

1　33．∫
1．2 α9 ρ、o

（鯨72噛紙3鰍彌5344の
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問22．あなたはヒれから読み上げるようなことをきかざれたことがありますか。きかざれたことがあり

　　ましたら、そんなことがたしかにあることだと思うか、ありそうなことだと思うか、それともそん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．v．．．t－v
　　なことはないと思うかお答えください。

（きかざれたことがある）

L紮釜だ
そんなことまはない

きかされ4．たことが

ﾈい
無回答

東京 米沢 東京 米沢 東京 米沢 東京 米沢 東京 米沢

　　　　　　ひとζえ

`．からすが一声鳴くのは悪い知らせ
52

　
％
1
6
．
8

　
％
2
5
4

　
％
2
7
．
6

　
％
5
1
．
6

　
％
2
2
．
6

　
％
1
6
．
7

　
％
3
L
5

α2 、≠

B．流れ星は、親しい人が死んだ知らせ α7 2．4 9．9 5．9 50．3 29．4 38．5 60．9 α5 1．5

　　ち細しら

b．茶柱はいい知らせ 1α4 17．4 289 33．2 5＆8 45．6 0．4 L5 1．4 2．4
　　　　　　　　　　匙3：，じ
c．夜中に三白を吹くと凶事がある ao a8 1α7 14．1 60．2 43．2 25．8 37．4 α3 1．5

　　　　　　　　　　えんど
d．13日の金曜日は縁起の悪い日だ 55 5．3 16．2 9．7 72．4 42．1 5．2 42．6 0．7 α3

F・ [緒のクロりく一をみつナると眠と 4．3 4．4 203 16．8 66．3 50．0 ＆2 26．2 LO a6

G．夜づめを切ると親の死に目に会えない 3．6 6．8 11．8 14．4 75．2 6a2 8．6 14．7 α8 0．9

（東京　729人，米沢　340人）

※問25．あなたは、つぎに読み上げるようなことは縁起がよいように思いますか、それ・とも悪いように思

　　　いますか、それともなんとも感じませんか。順に読み上げますのでリスト23の中からお答えくだ

　　　さい。

縁起がよい1．ように思う 縁起が悪いaように思う なんとも感1．じない

無回答

東京 米沢 東京 米沢 東京 米沢 東京 米沢
物A．燕が家に巣をかける 47．3％ 64．7％ 工0％ L2％ 51．6％ 33．5％ 0．1％ 0．6％

　　で
a．出がけに靴のヒモが切れる L1 0．3 59．5 74．1 3＆7 25．0 α7 0β

　れいきゅうしゃ

b．霊枢車に出合う 14．5 18．8 18．1 15．0 66．7 63．5 07 2．6

　はし
c．箸が折れる 1．1 α6 37．0 462 613 52．1 0．5・ 1．2

（東京　729人，米沢　340人）
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※問24．これからいくつかの療法をあげます。もしあなたが病気になったとき、これはきく療法だと人に

　　　すすめられたとしたら、あなたはやってみたいと思うものがありますか6もしあれば、リスト24

　　　の中からいくつでもあげてください。順番にみていってお願いします。〔いくつでも〕

東京 米沢
7

東京 米沢

ア．医者の薬をのむ
92．6％ ga1％ ケ・露彗に願をかけたりお醸を 44％ z〆

イ．薬を買ってのむ 65．2 52．4 コ．自分でおまじないをする 29 4．1

ウ．指圧・あんまにかかる 33．2 33．5 サ．加持白白を白白師にしてもらう 1．0 68

エ．針・灸をする 28．5 27．6 シ．紅茶きのこをのむ 53 4．4

オ．漢方薬を買ってのむ 48；1 47．6

　　ドクダミ・ゲンノシ田ウコ・センブリス・などを使う

26．1 37．1

力．温泉に入る・温泉水をのむ 36．4 46．5 セ．その他〔記入〕 1．4 1．5

キ．宗教を信じて治す 66 59 ソ．とくにない 1．1 2．1

　　病気を治す腕輪・指輪・お守ク．　　りなどを身につける

3．7 10．0 夕．わからない・無回答 α0 0．0

計 72φ 　　一R4（込

問25．小学校に行っているくらいの子供をそだて

　　るのに、つぎのような意見があります。　「小

　　さいときから、お金は人にとって、いちばん

　　大切なものだと教えるのがよい」というので

　　す。あなたはこの意見に賛成ですか。それと

問26．それでは、やはり小学校に行っているくら

　　いの子供をそだてるのに、小さいときから、

　　自由の尊さを教えるのと、規律の尊さを教え

　　るのとでは、どちらが大切だと思いますか。

も反対ですカ㌔
東京 東京

11．賛成
3a6％ L　自由の尊さを教える 13．4％

2　反　対 4α1 2　規律の尊さを教える 67．4
3．　いちがいにはいえない 23．7 a　その他〔記入〕 10．4

4その他〔記入〕 α3 4．わからない・無回答 8．8

5　わからない・無回答 2．3

計 729人 計 729人
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問27．あなたは、自分が正しいと思えば世のしき

　　たりに反しても、それをおし通すべきだと思

　　いますか、それとも世間のしきたりに、従っ

　　た方がまちがいないと思いますか。

画

東京 米沢

L　おし通せ 248％ 3L5％

2　従　え 35．7 426

3，場合による 36．8 22．1

4　その他〔記入〕 0．4 α9

5．わからない・無回答 23 29

計 729人 340人

問28．こういう意見があります。「どんなに世の

　　中が機械化しても、人の心の豊かさ（人間ら

　　しさ）はへりはしない」というのですが、あ

　　なたはこの意見に賛成ですか、それとも反対

　　ですか。

東京 米沢

L　反対（へる） 213％ 174％

2　いちがいにいえない 25．8 11．8

a　賛成（＾らない） 48．3 60．3

4　その他〔記入〕 0．5 2．4

乙　わからない・無回答 41 ＆2

計　　　　729人1 340人

問29．子供がないときは、たとえ血のつながりが

　　ない他人の子供でも、養子にもらって家をつ

　　がせた方がよいと思いますか、それとも、つ

　　がせる必要はないと思いますか。

東京 米沢

しつがせた方がよい 16．2％ 52．9％

2鍵鍬こでも蹴 4a6 22．6
a　場合による 29．2 94

4　その他〔記入〕 1．9 2．9

，5．わからない・無回答 9．1 12．1

計 729人 340人
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X問50．ここに甲乙二つの対になった意見があります。あなたご自身に近いのは甲、乙どちらの方でしi

　　　うか。リストろ0（A～F）の回答の中からお答えください。〔A、B、　C、…Fのアンダーライ

　　　ンのところを読み、リストをみせて回答をとる〕

A．趣味やレジャーでは〔リスト30A〕

　甲　何にでもすぐ手を出すが長続きしない

　乙，あまり新しいものには手を出さず、以前か

　　らやっているものに専念する

B．仕事など〔リスト30B〕

　甲　いつもできるだけ目先の変わった仕事をし

　　ていたい

　乙　いつもの仕事を同じようにやっていられれ

　　ばその方が安心でよい

C．友達が何か変わったものを持っていると〔リ

　スト30C〕

　甲すぐ欲しくなる方だ

　乙　変わった毛のを持っていてもあまり気にな

　　らない

D．人がくだらない、ばかばかしいと思うことな

　ど

甲　わりとせんさくするのが好きな方だ

乙　全然とりあわない方だ〔リスト30D〕

E．同じものをいつまでも使っていると〔リスト

　30E）

甲　飽きてしまう方だ

乙　古いものに愛着がでて、なかなか取り変え

　　られない方だ

F．レストランなどでは〔リスト30：F〕

甲　今まで食べたことのなかったものを注文す

　　るのが楽しみである

乙　いつもなじみのものを食べる方が安心でよ

　い
l　L　甲 、辮かとい ・鞭2かとい

4，乙 5．わからない

鱗
計

A 12．2％ 14．4％ 30．6％ 3α1％ 59％ 0．8

B 9．1 132 27．8 44．2 4．9 0．8

C 5．9 11．5 23．0 56．8 2．2 0．5

東
　
　
　
　
京

D 4．1 9．3 29．8 51．3 5．2 0．3
729人

E 8．1 6．2 31．3 49．0 47 0．8

F 18．8 22．2 21．7 32．0 6．3 1．1

※問51．これからいくつかの意見を読みあげます。それぞれの意見について、あなたのお気持に近いもの

　　　をリスト51の中から一つ選んでお答えください。

（東京） 1．そうだ
そうで2はない

わ
か
ら
3
．
な
い 無回答

　　はじめに、こんなことをするのは自分にふさわしくないのでA．　　はないかということをよく考える。

5ag％ 29．9％ 9．3％ 0．8％

蕾達蔑欝叢鷺駄多少の障害があ・ても 60．2 29．8 軌3 α7

C．では、ものの見方など別の見方もできるρではないかと考える力だ， 74．5 15．8 8．8 1．0

D．世の中にはそう悪い人間というのはいないものだと思っている。 62．4 2＆5 ＆2 α8

玖人の言ったことに何か襲があるのではないかとすく考える方だ， 25．8 63．2 a6 1．4

民まじめに努力していれば、いっかは報われるものだ。 78．2 15．2 00 0．5

α科物にたしかめられているといわ泌と、油・た帽図る塊 59．9 3α5 ＆8 0．8

　　　　　　　　　　　一?｣灘騨飛されても旧分でたしかめてからで 54．0 34．8 10．4 α7

〔計729人2



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一1s9　一

　　　　こ幅りあと賛間翻L（）d’・　一2いて・・る櫛1δ＜東鮎3＞に

　　　　ついてのお・行われk績間rぐ、その調李Lr象、ていの問奄呂Zいある。

圃〃）あなたが旅行するとしたら、次のうち、ど・に一番行きたいと思いますか．

1　深い森
1　、ご．曾％

5　見賄しのよい山 zz、タ 計
2　古い寺院 ／ス8 6　けわしい岩山 ク．6

3　広い砂浜 供6 7　静かな湖 2ノ．8 499人

4　高原の牧場 ノ9．2，

鋸

嫡闇12） あなたは．森の中を散歩するのが好きですか、きらいですか。

1　す　き 61．∫％ 3　きらい 70 計
　　あまり．2　　すきでない

2仏8　　　i 4　その他　　　　　　1 ‘6 多ク双

（問13）あなたにとって、最期しみのある木の名前をほっ、あげてください。

’，松 Z7μ 2．凝 Z40 3杉 Z／0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
∑~　！88　よも冴σ　？6　♂、し・ち∫）．88

7白棒 59 8，ひの乏 57 9、けや～

昼
一

（5フあ脈古園胎噸齢葡・伽・う記しり

〔問ゆ

（問’s♪

1．緒 ノ8躍 2．松 鼠弼 旦杉 テ．2κ 仏：梅 4．2％ 5碗3．8％1
‘白輝 3．6 7けや乏 初 盆古｝ナジ ユ0 テhちδう 2．亨

そのうちで．一番好きな木は．何ですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごうごう
あなたは、大きな古い木を見たときに、何か神々しい気持をいだきますか。

1　いだく　S7：’％　2　いだかない　3SIS－3　その他　　6．9

（闇16）　あなたは、深い森に入ったとき、何か神秘的な気持をいだきますか。

1　いだく　5∋、3 2　いだかない39．ノ　3　その他　！2．6
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（網7）「森や林麻林を美しく鮪するためには、燗の手を臓なければならない」

　　　　　という意見と、

　　　　　「森林を美しく維持するためには、人間の手を加えるべきではない」

　　　　　という意見と、どちらが正しいと思いますか。

1　人間の手を加えなければならない　　　　44、5％ 計

2　人間の手を加えるべきではない　　　　　497

3　その他〔記入〕　　　　　　　　　　　　洗8
阜9同人

（・X．闇18）　この二つをごらんになって・イとロとどちらが好きですか。写真の良し悪しでなく・景色として・

　　　　　どちらが好きですか。〔回答をとる〕では、これはいかがですか。（回答をとる〕

　　　　　〔以下同様に聞く〕

A
11　イが好き 侃？％ ．2　ロが好き 夕2．3κ

　　　一R　どちらともいえ，ない 3．8

B ユ　イが好き 4弘1 2　ロが好き 5》．3
3層@どちらともいえない 訊6

C 1　イが好き 23．8 2　ロが好き 7！．7 3　どちらともいえない タ．～ご

D 1　イが好き 29．！ 2　ロが好き 〆亨．7 3　どち・らともいえない 乙、乙

E 1　イが好き 6♂，3 2　ロが好き 2乳ノ 3　どちらともいえない 讐．6

〈計49？人2

（※問19）A次のスポーツの中で・一番好ましいスポ『ツは・どれですか。

1　水　泳 ノ2君％ 5　スキー 122 「8　柔道
1　スる 名ナ

2　マラソン 70 6　ハンティング
@　　（狩猟）

みβ
9　ボクシング 〈6

3　ハイキング 224 10　魚つり 8．タ μ99ノ、

4　野球 22．2 7　ゴルフ あ弘 11　その他 3．タ

Bそれでは、一番好ましくないものは、どれですか。

1　水　泳
1／．♂％

5　スキー ／．o 8　柔　道 13．。　計

2　マラソン 3．望 6　ハンティング

@　（狩猟）
9　ボクシング ／8．4

3　ハイキング o，‘
4λ7　’
@　10　魚つり 4．6　　4ラ倣

4　野　球 2．8 7　ゴルフ 夕8 11　その他 ’よo
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（間20）あなたは、鳥や獣をとる灘潔．ハンティングを、よいスポ＿ッと思いますか。

よいと思う t1．9　；t（ 2　　よいと眉、わな、・ 8／．　o 3　その他 7，Z

（き・ヤ4（79ノく㌧♂）

（※問2t）あなたは・

　　　　　「農場や牧場や森がいりまじっている、人手の加わった自然」と

　　　　　「まったく人手の加わらない森林や麓菟の、ありのままの自然」と

　　　　　どちらが好ましいと思いますか。

ユ　人手の加わった自然． 望！．／％

．2　ありのままの自然 玄久9

3　その他〔記入〕 8．0

（計4うりノゆ

（x間24） あなたは、次に読みあげる意見をどう思いますか。そρ通りだと思うか、

そのような考えはまちがっていると思うか、のどちらであるか、お答えください。

1　その通り

@だと思う
2　まちがって
@　いると居、う

3　その他
@〔記入〕

A　少々の病気で医者に行くのは、いくじがない。 4713／ 4δノ％ 4、6瓢

　　健康を気にして、したいこともしないで、B　　がまんするなんて、ばかばかしい。

6♂．1 3ノ．！ 23

　　　　　　　　　　　　　　　　　せ）eい
b　健康を守るために、日頃から、充分摂生すべきだ。 89．6 6．0 4．タ

　　かぜをひいたぐらいで仕事や学校を休むのは、D　　だらしがない。

60．7 30．夕 8．8

　　つらくても、激しい運動で鍛えなければ、E　　立派な体を作ることはできない。

6‘．9 28汐 4．6

　　医者からもらった薬は、指示どおりに、F　　かならずのむべきだ。

72．7 22．6 係6

　　具合がよくなったと思ったら、G　　すぐ薬をのむのをやめる。

70．9 25’．1 タ．o

　　どんな場合でも、薬は医者に処方してもらわないと、H　不安で、のみたくない。

44．7 あ～ノ 3、る

（計　997・くノ）



t92

（問2の あなたは、自分の健康のことを考えて、どのようなことをしていますか。

これから読みあげますので、一つ一つお答えください・

A　新聞、雑誌の健康や病気に関する記事を、よく読みますか 1よく読む ぎ弼
「2読まない

46．1

B　健康についての本を買うことがありますか 1買　5 2’．6 2買わない 78．亨

。謙箋摩離先などでの・インフルエンザなどの予防
1受ける 3‘．7 2受けない 6敦3

D　健康診断を定期的に受けていますか 1受けている 払鳩 2受けていない よ0．7

E　食事の分量や種類に注意していますか ユ注意している 疎／ 2注意していない μぷ？
　　なるべく、添加物が入っていない食品や、自然食品を食べ・F　　るように．心がけていますか

1心がけている 52．？ 2心がけていない 望7．！

G　農薬や合成洗剤の害が、ひどく気になりますか 1ひどく気になる 471 2気にならない 夕2ワ

kちや4・ラ7人）

（糸間262 健康のため、次のうちのどれかをなさっていますか。これから読みあげますので・

している、していない、をおっしゃってください。

1　している 2　していない

Aマラソンζなわとび、水泳などのスポーツ z夕汐％ 　　　　　、V弘夕

　幽a。ガ灘灘白白法、糊ふみ自画ランナーなど　器具を用いた室内スポーツ、各種の健康体操

／3．6 864

C指圧、まさつ、おきゅう、はり 2ρ、努
　　　　　一「V？．4

D一トムギ．クコ、コンフリー、雛．轟、如レラなど　の健康食品を飲んだり食べたりする

203 フ9．る

E栄養剤、ビタミン剤をのむ 2∫ラ 7怯ノ

F精神力のトレーニング．蹄勧る、信仰をもつ ノ6．0 》4．o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（診す4ラフ人）

轡問ユ7）今の日本の社会について、つぎのような意見があります。あなたは・これについてどう思いますか・

賛
成
1
す
る

まあ賛2成する あまり3賛成で

@弟ない

4蓼艦 5その他 6齢ら．

Aまず、「人生で、やることなすこと、うまくいかなくても、
@それは社会のしくみのせいではない」という意見 5ス端 323％ ノ8．ク％ 8．儲 〃彦 72、％

Bでは、「日本の社会がたとえ不完全であっても、その中で
@くらしながら、社会のしくみを変えることができる」

@という意見
Z9．3 3∂、1 ／8．8 ノム6 0．8

9．～∠

C「めぐまれない人や貧乏な人が社会で成功する道が開かれて
@いても、社会のしくみは、やはり、金持に有利にできて
@いる」という意見。

43、ラ 28．ノ 〃．0 ！2．8 〃、o

　　一　　　　　　　　　　．

Sん

D「日本の社会では、国民ひとりひとりが、等しく

@公平にあっかわれている」という意見。
／o．8 2ひ6 3Z．9 3ρ．ヲ ム∂ 4．6

E「社会のしくみは、貧乏な人やめぐまれない人
@が不利になるように、できている」という意見。

2！ρ 3仏7 23亨 ’仏8 〃、8 よ乙

（畜r497ノ（．）
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俸問28） 子供がないときは、たとえ血のつながりがない他人の子供でも、養子にもらって
家をつがせた方がよいと思いますか・それとも、つがせる必要はないと思いますか。

ユつがせた方がよい
　つがせないでもよい2意床がない 13場合による 14その他

5わからない

／7．8％ 字！．3 3ス／ ρ．6 3．る （it　4タヲ人ノ）

嫡問29♪織ら襲交㍊早撃鶴、謁鶴糖雑熱鵬懲謙喜袈
　　　　　　それとも反対ですか。

・．護難今戸らしさ 2屡梨予州乞亨 31こ雛1こ㍑ 4その他 5わからない

47：3％ ノ仏8 3ぶ9 〃．0 Z、0
（宅プナく∠？？ノLン）

（＊問30） あなたは、自分が正しいと思えば、世のしきたりに反しても、それをおし通すべきだと思いますか、
それとも世間のtしきたりに、従った方がまちがいないと思いますか。

1ユおし通せ 12従え 13場合による 24その他 5わからない

1

z銘一％　　　　　1 ノ6乙 よよ7 〃4 2．乃 （’けWfrス？

侮間引） 「先生が何か悪いことをした」というような話を、子供が聞いてきて、親にたずねたとき・

親はそれがほんとうであることを知っている場合、子供には

「そんなことはない」

といった方がいいと思いますか、それとも

「それはほんとうだ」

といった方がいいと思いますか。

［ユll〔懲言とはな
2障んとうだ∫という 3時と場合による 4その他 5わからない

！4、乙％ 32．9 4ヌ∫ ‘久。 ス十

一

（吉ナく49ヲ人♪

㈱問32） こういう意見があります。「どんなに世の中が機械化しても、人の心の豊かさ（人間らしさ）
はへりは七な、ゾというのですが、あなたはこの意見に賛成ですか、それとも反対ですか。

1賛成（へらない） 2反対（へる） 31いち汎・にいえない 4その他 5わからない

3ま7％ 23．伊 33．7 〃．6 3．6’ （言ナ497x？
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（燗53） 最後にもう少しお願いします。

これから、人生の考え方について、いくつか読みあげます。

よく聞いていただいて、あなたのお考えをお聞かせください。

　　　　　　　　　　　　　「そう思う1、あなたのお考えに近ければ、
近くなければ「そうは思わない」というようにお答えください。

そ
う
ユ
　
思
う

　そうは

Q思わ
@ない

　どちら

Rともい
@えない

41その他 5総ら’

Aある人が、どこに生まれいつ死ぬかは、
@その人の運命によって決まっており、
@人の力では変えられない。

63．ヲ／ 29．7駕 30％ ∂o，z 34％

B人は死んでも、繰り返し生まれ変るものだ。　　　　　　　　　　　一

z♂，5鴨 ㌶9 よ8 ゑ5 7乙

　　　　　　　　　　　　らいせ　　むく
b　この世でのよい行ないは来世で報われ、　　　　　　　　らいせ　　倣つ

@　悪い行ないは来世で罰せられる。　　　　　1
333 タ9．／ 72 06 9．8

D　人は死ぬと、神様や仏様のもとに行く。 3z5 48．7 78 o¢ ／0．6

E　人が死んでもこその霊魂は、
@　家族と縁が切れることはない。 鋸7 229 68 42 8．2

F難ある人のために死ぬことは、立派である・ ノ亨．6 7〃 9伊 ∂．8．
4．0

G　自分の主義主張のために死ぬことは、
@　立派なことだ。 269 ε75唖 ／〃8 ／．0 3．8

H　．世間に顔向けできないような、悪いことを
@　した人が自殺することは、罪の償いになる。 z乱5隔 63．7 62 ユ8 3．8

1　自殺するとき、小さな子供を道連れにする人の
@　気持は、よくわかる。 277 593 76 o．8 タ．6

J　恋する者どうしが心中する、ということは
@　美しい。

ノ仏6 ワリ．／ ／0．0 〃．8 弘9
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〔フェイス・シート〕

F1．性　　別

東京 米沢 薪お
1．　男 4｛Σ5 49．7 ぎ。．5

2．　女 5＆5 50．3 4？．5

計 729人 340人 499人

F2．年　齢　あなたのお生まれは何年何月何日ですか。

年齢 東　京 米　沢 架京83

20～24 103％ ＆5％ テ、〃％

25～29 12．8 11．2 ノ必タ

30～34 13．9 7．1 ノ久8

35～39 10．6 9．1 〃．0

40～44 10．7 12．6 ！仏8

45～49 11．4 9．7 10．4

50～54 ＆0 10．6 9．9

55～59 7．3 ＆2 5．8

60～ 15．2 22．9

729人 340人

〈東京53＞のの ⊥』ラ釜

曾、伊

2大正
ノ9．6

3昭和
70．9

昇＿月＿畦きれ

F5。あなたが最後にいらっしゃった学校はなんですか。

東：京 米沢 東京ε3

L　小学校〔学歴なしをふくむ〕 a5％ 19．7％ 8．o

2．新制中学〔旧制高等小学校〕 22．8 30．9 234
a　新制高校〔商（工）業高校、旧制中学校

@〔中学校、商（工）業高校、（高等）女学校〕 4L7 37．6 39．3

4．大学、旧制高専〔旧制高等学校、商（工）業専門、

@　高等商（工）業〕 248 7．4 279

5　その他〔1～4のどれに当るかわからないときは校名記入〕 L3 4．4 ノ．亨

計 729人 340人 撃9？人
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F牛　　　あなたの職業はなんですか。　（東京）

東　京

01専門的、技術的職業〔高級技術者、教員、医師、司法、芸術家など専門的知識や高等

@　教育またはそれに準ずる能力を必要とするもの〕

@　管理的職業〔社長、重役、課長級以上、高級公務員などで、人を使って仕事をし、自

@　らは事務ばかり、販売ばかり、作業ばかりに従事しないもの〕

19．9％

02事務従業者〔係長級以下、ヒラ事務員、タイピスト、デパートの店員などで、事業の

@　管理などの責任をもたない事務従業者、車掌、駅員をふくむ〕
13．9

05自営業主〔自らも店先き、仕事場に出るもの、理髪店、下請工場の主人、自転車屋の

@　主人なども含む〕
11．7

04店員〔小売店、卸売店など小企業の店員に限る〕 51

05職人〔大工、植木職など〕 a2％

06工員〔運転手をふくむ〕 3．8

07単純労働者〔小早工夫など特別の訓練がいらない労働者や筋肉労働者〕 2．1

　　　　　　　　　　　　　■O8主婦〔家事にだけ従事しているもの、ただし忙しいときだけ家業を手伝ったり、たま

@　に内職をするものをふくむ〕
28．1

09学生〔昼間の学校に通っているもの〕 27

10無職〔多少の家事に従うものをふくむ〕 ＆5

11その他〔記入〕 0．4

計 729人

・X　F4－1 家族の中心の方（父、夫など）の職業はなんですか。

の人にのみたずねる〕 東京

1。専門的技術的職業、管理的職業 12．5％

2．事務従業老 7．0

a　自営業主 10．4

4．店　　　員 0．8

翫　職　　　人 23

α　工　　　員 1．8

7．単純労働者 0．7

＆　その他〔記入〕 1．0

計 729人



F4〔本人職業〕

米沢

1．農林業従事者（兼業） 65％

2．農林業従事者（専業） 15．6

a　経営管理的職業・商工自営 12．4

4．事務・専門・技術職 12．6

5．熟練・単純作業従事者 21．8

6．そ　の　他・ α3

7．主　　　婦 ll．8

a　学　　　生 α9

9　無　　　職 18．8

計 340人

〈F¢）

墜Fの

　．　t97　一

米沢
　　　　　　　F5 〔世帯主職業〕

LF4　z∴7v『¢》人に］ 米沢

L　農林業従事者（兼業） 26％

2．農林業従事者（専業） α5

3．経営管理的職業・商工自営 9．7

4　事務・専門・技術職 4．1

5．熟練・単純作業従事者 5．3

a　そ　の　他 0

乞　無　　　職 ＆2

計 340人

あなたご自身は何二業齢持ちですか・＜棘53＞

　　1持っている　d77％
　　2　持っていない　　32．3

では、つぎのどれにあたりますか。

1 事務系勤め人及びその家族
Z77％

2 技術系勤め人及びその家族
2よ3

3 自営業及びその家族
3ク7

4 無職及びその家族 72，

5 その他（内容をおっしゃってください） 9．2，

F9ノあなたが現在同居されているご家族を撚てください。

東京 米　沢 鯨53
ア．夫または妻 65．4％ 7L2％ 6£甥

イ．子　ど　も 6a5 76．5 62．3

ウ．孫（ひまご） 58 22．1
♂・0

エ．親（実、義理とも） 2q7 38．8 222，

オ．祖　父　母 a2 7」6 2．8

カ．兄弟姉妹 9．5 乳6 〃0
キ．その他〔記入〕 L9 1．5 08

計 729人 340人 499人
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・k．・F6

　　　　たいへん失礼ですが、あなたのご家族、一一親等のうち、お亡くなりになった方が

　　　　ありますか。

東京
ア．夫または妻 a5％

イ．子　ど　も 4．8

ウ．父または母（実の） 47．7

エ．いない・無回答 0

計 729人

F7 あなたのお生まれはどこですか。

東京

L　北海道 a2％

2　東　　北 1L5．

a　関　　　東 59．8

4．中　　　部 12．6

5　近　　畿 3．8

6．中　　　国 23

乞　四　　　国 1．0

＆　九　　　州 4．5

軌　　他 1．2

計 729人

米沢
1．米沢市とその周辺（注） 8＆8％

a　その他の山形県 ε3

3，東北（青、秋、岩、宮、福） L5

4．そ　の　他 4．4

計 340人

（注）米沢市、長井市、南陽市、

　東置賜郡高畠町、川西町
　西置賜郡小国町、飯豊町、白鷹町

F8 あなたご自身は、何県人だとお考えですか。

：東京 鯨お
1．北海道 1．6％

z　東　　　北 7．7 米沢

a　関　　　東 7．3 1．山形県人 86．2％

4．東　　　京 3a2 2．その他の東北（青、岩、宮、

@　　　　秋、福）

0．9

5．中　　　部 73

6．近　　　畿 22 3．そ　の　他 1．5

犠　中　　　国 L4 4　何県人と考えたことなし 1L5

＆　四　　　国 0．3 計 340人

9　九　　　州 3．8
1

1α　県人意識なし 34．7

無　　回　　答 0．5

計 729人
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FR　あなたは、今までに、1ケ月以上寝こむよ

　　うな病気をしたことがありますか。

東京

1．あ　　　る 21．1％

2　な　　　い 78．9

計 729人

Ftoあなたは現在、何か持病をお持ちですか。

東京

1．あ　　　る 20．3％

2　な　　　い 79．6

計 729人

FlI　（話はかわりますが）あなたは何党を支持していますか。〔ひとつだけ〕

東京 東謙33

1．自　民　党 23．9％ z5＝3％

2．社　会　党 1α2 9．0

a　共　産党 27 zμ
4　公　明　党 5．2 〆．名

5．民　社党 26 z．8

新自由クラブ

一
！．6

6　その他の政治団体 α3
一

7　特に支持している政党はない 51．9 57．7

＆　無　回　答 33 o．4

計 729人 幹9人

特に支持している政党はないと答之な人に，

しいて、どれかひとつあげるとすれば、何党ですか。

棘53
1．自　民　党 9．6％

2．社　会党 6．3

a　共　産党 2・μ

4．公　明　党 0．8

5．民　社　党 ／．三

新自由クラブ ／・8

6．その他の政治団体 ノ・0

7．特に支持している政党はない えぶ・3

＆　無　回　答 え．～∠

計 弘99人
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※日2 　最後に、リストF12のなかから、あなたが「すきだ」とか「大切だ」とか「よい」とか思うも

のをあげてください。最初から順番に読みあげますので、1つずつそう思うか、そう思わないか答

えてください。

東　　　京
　すき、大凱L　よいと思う

2思わない

ア．自　　由 8＆5％ 91％
イ．デモや住民運動 2＆9 66．3

ウ．質　　素 8二9 15．9

エ．趣味に生き、気ままにくらす 6軌4 2＆0

オ．かっこよいこと 32．4 64．7

カ．新しいことにどんどんとりくんでいく 6a2 3ag
キ．家族仲よくのんびり暮らす 91．6 6．0

ク．伝　　統 829 15．0

ケ・いさぎよいこと 71．9 2瓢5
コ・平　　等 91．9 6．4

サ・ガツガツ働かないこと 63．1 329
シ・投票によって政治をよくする 72．8 24．4

ス・いまあるものをこわせば新しいものが生まれる 1＆9 76．8

セ・あるていどお金をもうけたり、ためたりする 83．8 15．0

ソ・忍　　耐 9α3 8．4

タ・秩　　序 920 α6

チ・強力な指導者 50．2 45．1

ツ・革　　命 12．8 8a3
テ・権利を主張するためには義務を果さなければならない 85．9 fL8
ト・自尊心 85．0 13．4

ナ・改革していくこと 7a7 2a6
二・集団より個人を尊重する 61．5 29．9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（計　729人）

（F12）

　　　＜棘s3＞

　　　　　お電話はございますか。，（あるという人に）電話番号は何番ですか。

　　　　　イある　（　 ）一（　　　）番

　　　　　口　な　い

どうもありがとうございました。〔謝礼品を渡ず。もう一度ききもらしがないかをみなおして辞

去する〕

調査協力程度（調査員判断）

面　接　時　間

イ　かなり協力的　ロ　やや協力的　　ハ　普　通　　　二　あまり協力的でない

　　　　　　時　　　　　　分　～　　　　　　　　時　　　　　　分
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赤↑録

　タ’簿・～S3　9調査の’橡、ポ調査．：ど《ξ周査も麦形層化二・段抽玖（確率標本油垢）と

寸ダ。ろ篶吃還，孝人繕とする、抽獣1獅昂づ馳爵鮭・Z．AAのフい・
・ソ　7　（よ’当千　t3　A　呂　300，　　32…手　己｝　A　＝　2δ0，　よう」手‘3　！A＝320ノ｝　を　ど　り、　＝二　dし　を才由江ミ　、季由

鍛れ尺フ・q》クク・う個人2i由留る鍵点夫々．　19，ノ・，！心癖マ“あ旬。調

旬」茅づ父調登を行rハEあと、P司査不能に対しζ第22定調査さカーσろ詑eう二

段構之で可能r∫眼リ調査不能を獄少7ぜ5δうに努め斥。　期間Gl言ほ“’プ月以上

k亘．。卜。

1．標本抽出計画

茅3；Kb。aj査つ調査を鑓のトめかカ’［クいう．

エ．　調宜地夙

2．　調査女†象：

3．　　　吉周査のIZ見模

4．　牽棄オヨ抽飲

東京郡23官邸

上．記し7　i）9に居住1多2D矛以しの男「じ

調査健芭49／　！箆蔦あ仁ソ偉標本，計引6標本
〔1）．壁挙kあ篶｝り二段無作為i由出にさり抽出

　の320kのブn・クを第づ短日出忌寸としマ、御7詔・・フ
　　（地瓦）を地域特畳2・rJらべ＼等η司1隔抽出。

②各地薫、とも、インターivしノ・z“32ザ＞7・ル才齢＼，転E、

　　死亡ヒ記載’！畝ていう多易’合bど1ず2ず’カ，う）トする。

（z）賢住民甚ジ奉・鞍・帳一Z“、多見，在，尾住し　2　kNる〃、ど・うカ、：邑ネ金し、　　L

　　∫セ点、1亨　サ　ン　フ。1レ　を　下白窪＼●

　の個誉01かうzマ1’～・・個香の毒「数のものを、熱検すう．

　舘、検したサンフ．1しのりう、転尾、灰t等が込・　r：う次り

　　偶数個看のvンフ・’しを魚検すう．彰、后・死むz臓けDUIい

　　’tTンフ’レし筋。

　⑤個塔イ函数のb雪駄、転1乾死五？”あ船1ガ垂球31の丸乞薫、検

　　する。　iら臨地箇数の奴転意魂乞があ派場含、
　　あ3い11｝氏子31の人グ三后・；死亡の場合は．次のf固．；巻32

　　あ焼薫、検可5，史傑k個看32R“使．良のは．4チ練、

・　文’掌冠りのぞpmでriいが」乞窟符トl　k　2リ名籍宮」らゲ、易一二定抽ム剃動ブ

　　・・ノワ乞等間陶鉱弱めZ∵勘乙油蹴同揉の効果をもつ．こ屹唆形」
　　　ノ　　とロ辛’∫ご＝とki「5。

・・こあ縁作・；91＃．52垢喉で・哺病マ・・riい．閲覧7・1謹叡蠣姑
　　くrs　5ヒ雫謡がタク〈nbあでいこのS広乞用いて冴仁・女橡ね当壁叡危簿切
　　，てし、てffi在そこトミ尾住．しマいろも，のとrδる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　イ劉



ぎ．　　調査力法

6，　調査結果

　　　　　　　一20Z一

　　のうち3地薫、ぐちった。
（3ク層　ノSケンフ。’しのうちe，Lチ喜び｝fiヨ，沓めbのを：落・どし、　’1こ薫・ノ9

　　サンフOlレどしτ、。

篠間紙1又｝う訪闘面梼聡取。ラ敦

掬凱しは橡Skt1｝あら〃’じめa笥を協ノ依伽焼郵色し傷
有7x加ヨ『又考…　479

回O又浮　　　　 2卜0／

註）　尊重暦怨書ヒee．合・k績果四馬人名撃てい油由のンフ・1・弓馬9％の転
　　　居が認めら躯た。　転尾・屍tt・；　」5Zハ｝う民認められ良。

転尾 死も

釧ンフ．1レ32・鯉＝馳8人につ（’で

]拳丸ろ籍上の転尾、死元
3！／ 〃、／％

住菖累と庶合碇判昭圧勧（4‘o炸り1の 9、2κ 0β％

実査晴に羊慨し屍《（6’ζ々・つ1・2） 孕、2κ 0，3κ

2．客周面不能ltつい？

（τ）　　㌻1云・き周：査二、、 東京都23産，40∫之蕗、，　ノ兜颪’ケホ渓本

　　　　写2；尼調査終5菌

設計標本数

｝ヨ牧標本歳

調宜不能揉本数・

イ主袖千明

不在

k，期不在

才巨暗

転尾

・病気

、死t

不兜全票（留置箸）

対象者豊い

老の免

71

Q
2
7
〃
鎚
切
1
1
3
3
Z
2

／

　　　　　　　（／oo．　o　Z？
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1，2　（　O．2）

is．？　（　3，e）

K．4　　　（ノ．2）

3p．4　（　S．　8）

33．？　　　（K．の

K．4　（L2，＞

／・8　（p．3）

L8　（o・3）
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第1フ妃調査終39看
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m
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刀
刀
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3
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／s・　7

12．2

26・　7

2g．　3

夕．2
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よ．6

0・　7
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（y，g）

（3．7ク

（　8．D）

（7・7？

　（　／．K）

　（o．3ク

　（1，クノ

　（0，2？

　（　0，　3？

ξ周査不能コズ況会細

調査不能標本数
　住テ所子日月　（2　♪

　不在（27♪　…

　長；期不在．（lt♪

／7／

1＃i17π調査終3匿ハニ理由（＝不在（ノ7♪ノ　i巨る（6）　，　そ　の他（4）ノ

，拒a（夕2），鯖（の，爬鰭曽看（り

　　　　　　　ft　2



　　　　　　　　　　　　　一　203　一

転居（29♪，

転尼Z不明（2r）・一（住飴帳多雪載’肩（ア），繍丁’しω，調へ・1”θ・戸

山t（3♪，　不1記全粟ω，k8E・■｛・（2），　箆礎（膳彦注）（2♪

なお・、募2∫定調査．の内乱儲ヌのf＄りZ”あう。

日・反キ愛z卜数99　　（第ρ嫉3630しの合計ワ29，8／・％ク
（1）サシフ’り　ング㌧ぐ’リ直レ亥也点、Z’㌧（ハeeL　3才」（．

　（｝・・．e・k，箱％1t　kk　29し、瑠翫法を

　し良尺めにその地蔦匿！’種渉を新r＝k

　haA4　し藷｝査乙万み乙r＝ク

（2）7才ローk｝　う究3数

7拝志

92

写じ定言周査の調亘孝∠修理由みい記3数

〈1哩由〉

イts　fll　3　e月

不在

長亀解在

拒止

転転鋼

病気

　死t
対象老立い

不良全ゑ

　ぞの杷

くえコ叡〉〈7才ローによあ完3教t＝対祁％〉〈知1静瓶警罪㊧ろリン

24

P4

Q5

Q。

S

0
0

よ．4

2g．　／

IS．　3

27．2

2ノ・7

4．　5

3g・　7

SS．　8

42．　4

34．　7

5B．2

2s．g

＊転房更3数の内訳

転居九訪問に吉り1記3し鋭の　　　「2
　財務光破籠に才）兜3しト苔の　　　　　　3
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　　　　　　　陽ラ，東置賜郡（喬畠町，b）面吻），面置9易郡（’ト国動ク白慮吻，
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